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やってみよう、フレイルチェック︕ 

フレイルを予防して健康寿命をのばしましょう︕ 

 
加齢により⼼⾝の活⼒（筋⼒、

認知機能、社会とのつながり）が
低下した状態を「フレイル」と⾔
います。健康な状態と要介護状態
のちょうど真ん中の状態で、多く
の⼈が健康な状態からこのフレ
イルの段階を経て、要介護状態に
陥ると考えられています。 
 
※フレイルは「虚弱」を意味する英語    
「frailty」という英語から作られた 
⾔葉です。 

 
 

 

フレイルの予防には早めの気づきが⼤切です。 
⾃分の現在のフレイル度について、2 つの⽅法で⾃⼰チェックしてみましょう。 

 

             

⾃分のふくらはぎの筋⾁量を 
⾃分の指を使って図る簡単な⾃⼰ 
チェックです。 

サルコペニア※の危険度が分か 
 ります。親指と⼈差し指の輪っか 
 に隙間ができたら要注意︕ 
   

 
 
 
 
 

囲んだ結果はいかが  
ですか︖当てはまるところ 
に〇をつけましょう。 

 

フレイルとは︖ 

（東京大学高齢社会総合研究機構・飯島勝矢 作成  

葛谷雅文. 日老医誌 2009 より引用改変） 

１.指輪っかテスト 

※サルコペニアとは 
加齢により筋⾁が減少
した状態を表す⽤語。
フレイルの最も⼤きな
原因の⼀つです。 

（出典：東京大学高齢社会総合研究機構・飯島勝矢「フレイル予防ハンドブック」） 
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（東京大学高齢社会総合研究機構・飯島勝矢 作成　葛谷雅文 . 日老医誌 2009 より引用改変）

フレイルとは？
　加齢により心身の活力（筋力、認知機能、社会とのつながり）が低下
した状態を「フレイル」と言います。健康な状態と要介護状態のちょう
ど真ん中の状態で、多くの人が健康な状態からこのフレイルの段階を経
て、要介護状態に陥ると考えられています。※フレイルは「虚弱」を意
味する英語「frailty」という英語から作られた言葉です。
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コ
ロ
ナ
に
勝
つ
！

コ
ロ
ナ
で
一
番
大
変
な
こ
と
は
？

●
人
中（
駅
周
辺
、
デ
パ
ー
ト
）に
出
か
け
ら
れ
な
い
こ
と
。 

佐
々
木
克
夫
80

●
カ
ラ
オ
ケ
、
川
柳
教
室
が
休
会
。
叶
芳
雄
72
　
●
息
子
一
家
を
東
京
か
ら
呼
べ

な
い
。
岸
田
紀
雄
80
　
●
人
と
会
う
の
が
怖
い
。
佐
々
木
久
義
81
　
●
外
食
が
お
っ

か
な
く
な
っ
た
。
中
沢
常
夫
84
　
●
北
海
道
へ
の
告
別
式
、
ダ
メ
。
佐
佐
木
脩
70

●
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
慰
問
演
奏
の
要
請
が
減
少
し
た
。 
加
茂
昭
六
郎
78

●
地
域
で
集
ま
っ
て
何
か
し
よ
う
と
す
る
時
、
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
。
青
木
三
郎
71

●
施
設
で
暮
ら
す
妻
に
会
え
な
い
。
ガ
ラ
ス
越
し
で
会
っ
て
も
認
知
症
な
の
で
意

思
の
疎
通
が
全
く
で
き
ず
、
逆
に
ス
ト
レ
ス
に
な
る
。 

紙
谷
義
和
71

●
青
森
の
次
女
宅
に
行
け
な
い（
仙
台
は
感
染
者
が
多
い
の
で
）。
感
染
予
防
を
常

に
考
え
る
た
め
に
心
が
休
ま
ら
な
い
。 

保
志
　
豊
70

●
病
院
や
人
混
み
か
ら
戻
る
と
、
感
染
し
て
い
な
い
か
不
安
。 

矢
口
敬
治
82

●
町
内
の
行
事
や
サ
ー
ク
ル
が
無
く
な
り
、
人
と
会
う
こ
と
が
な
い
。
渡
邊
美
奈
子
83

●
子
や
孫
が
来
ら
れ
な
い
。
相
原
綾
子
67 

●
外
出
、
旅
行
で
き
ず
。 

本
郷
佑
子
79

●
病
院
も
診
察
待
ち
が
怖
い
の
で
処
方
で
薬
局
で
頂
い
て
い
ま
す
。
小
野
幸
子
82

●
直
接
会
っ
て
話
が
で
き
な
い（
ウ
ツ
し
ち
ゃ
っ
た
ら
大
変
と
） 

熊
谷
み
よ
子
72

●
入
院
し
て
も
、
見
舞
い
に
子
供
た
ち
も
来
ら
れ
な
か
っ
た
。 

菅
原
文
代
80

●
人
と
会
え
な
い
。
近
く
に
住
む
息
子
達
に
も
遠
慮
し
て
い
る
。 

鹿
又
和
子
80

●
街
な
ど
に
出
か
け
て
の
ス
ト
レ
ス
解
消
が
で
き
な
い
。 

上
村
つ
や
子
77

●
先
が
見
え
な
い
長
い
期
間
、
三
密
を
続
け
る
こ
と
が
大
変
。 

早
坂
ひ
ろ
子
82

●
外
出
し
な
い
、
お
客
さ
ん
来
な
い
、
代
わ
り
に
電
話
代
増
え
た
。 

小
原
秋
子
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体
調
悪
化
や
心
の
変
化
は
？

●

声
が
出
な
く
な
っ
た
。
叶
芳
雄
72 

●
体
重
が
増
え
た
。
佐
々
木
克
夫
80

●
左
膝
に
違
和
感
が
出
て
、
歩
く
の
に
支
障
が
出
て
き
た
。 

中
沢
常
夫
84

●
時
折
、
憂
鬱
に
な
る
。
コ
ロ
ナ
を
理
由
に
何
も
し
た
く
な
く
な
る
。
保
志
豊
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●

ス
ト
レ
ス
拡
大
。
佐
佐
木
脩
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●

運
動
量
が
減
っ
た
。
菅
田
稔
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●

体
力
減
退
。
佐
々
木
久
義
81
　 

●
医
院
に
行
く
の
を
控
え
た
。
三
浦
和
93

●
気
分
転
換
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で
き
ず
滅
入
り
、
厭
世
的
に
。 
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口
敬
治
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●

風
邪
ぎ
み
で
も
、
疑
っ
て
し
ま
う
。 

堀
江
喜
代
彦
73

●
体
重
が
増
加
、
体
力
が
落
ち
た
。
髙
橋
勝
見
77 

●
脚
力
の
衰
え
。
田
村
蒸
治
79

●

心
の
ハ
リ
が
な
く
な
り
、
身
体
の
た
る
み
が
増
え
た
。 

峯
田
紀
久
子
78

●
コ
ロ
ナ
で
看
取
ら
れ
ず
死
に
い
く
こ
と
は
避
け
た
い
と
緊
張
。 

岡
本
幸
子
78

●
引
き
こ
も
り
で
筋
力
低
下
。 

梶
原
幸
子
80

●

ス
ト
レ
ス
で
夜
中
に
目
が
覚
め
て
し
ま
う
。 

小
野
幸
子
82

●
話
す
機
会
が
減
り
声
が
出
な
く
な
っ
た
。 

松
田
瞭
子
94

●
半
年
余
り
で
５
㎏
減
少
。
歩
く
の
が
遅
く
な
っ
た
。 

鹿
又
和
子
80

●
今
は
、
う
つ
状
態
。
岡
本
頴
子
80 

●
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
頭
痛
。
菅
原
育
子
74

●
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
す
ぎ
て
胃
が
チ
ク
チ
ク
痛
く
な
っ
た
。
藤
田
陽
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83

●
筋
力
低
下
、
話
す
こ
と
も
な
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、
喉
の
調
子
悪
い
。 
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奈
子
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上
記
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
長

引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
高
齢

者
の
皆
さ
ん
が
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
ヒ
シ

ヒ
シ
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
ま
ま
で
は『
フ
レ
イ
ル
』に

陥
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り

ま
す
し
、
も
う
既
に
な
っ
て
い

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
！

　

そ
こ
で
、
フ
レ
イ
ル
の
兆

候
が
有
る
の
か
無
い
の
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
早
め
に
気
付

き
、
予
防
す
る
た
め
の
工
夫
を

生
活
に
取
り
入
れ
て
行
く
こ
と

が
大
切
と
な
り
ま
す
。

　

次
頁
で
は
、
お
金
も
か
か
ら

ず
特
別
な
器
具
も
必
要
と
し
な

い
簡
単
な
フ
レ
イ
ル
の
チ
ェ
ッ

ク
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
東
京
大
学
高
齢
社
会
総

合
研
究
機
構
の
飯
島
勝
矢
教
授

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト

ら
研
究
チ
ー
ム
が
、
千
葉
県

柏
市
で
高
齢
者
約
２
０
０
０

人
を
対
象
と
し
た
大
規
模
調

査（
柏
ス
タ
デ
ィ
）を
実
施
し

て
考
案
し
た
も
の
。
全
国
各

地
で
活
用
さ
れ
て
お
り
、
仙

台
市
で
も
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
等
を
通
じ
て
活
用
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

仙
台
市
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
課
で
は「
ち
ょ
っ
と
し
た

衰
え
は
思
い
の
ほ
か
気
づ
き

に
く
い
も
の
で
す
。
ま
ず
は

フ
レ
イ
ル
の
兆
候
に
気
づ

き
、
変
化
を
確
認
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
半
年
あ
る
い

は
年
に
1
回
を
目
安
に
自
己

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
生
活
習

慣
を
見
直
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。



令和 3年 2月号 （2）

※ Q4・Q8・Q11 は「はい」と「いいえ」が逆になっていますので注意してください。

（出典：東京大学高齢社会総合研究機構・飯島勝矢「フレイル予防ハンドブック」）（出典：東京大学高齢社会総合研究機構・飯島勝矢「フレイル予防ハンドブック」）

※「指輪っかテスト」は、東京大学高齢社会総合研究機構が実施した柏スタディをもとに考案されました。
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６字状でバトンの様な棒が１４本。収縮性の天然ゴムで繋が
りハンモックに体を預けている様な安らぎと開放感を実現。
高さを自在に変えられるので、横寝にも対応。寝返りがし易
く、首・肩にストレスがない。寝ているだけでゆっくりとストレ
ッチをしてくれるので、朝の開放感を手にできます。
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絵：お子さん作

絵：奥様の作

遺言，相続，成年後見，訪問販売やリフォームの
トラブル，日常疑問に思っていた法律問題など
お気軽にご相談ください。

フレイルの予防には早めの気づきが大切です。

自分の現在のフレイル度について、2つの方法で自己チェックしてみましょう。

生活のなかに運動を、日常生活でも積極的に動きましょう。

外に出る楽しみや自分にあった活動を見つけましょう。

よく噛むこと、歯磨きなどのお手入れや口腔体操を習慣にしましょう。
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フレイルを予防して健康寿命をのばしましょう !
やってみよう、フレイルチェックやってみよう、フレイルチェック

フレイル予防にフレイル予防に
取り組もう !!取り組もう !!

２. イレブン・チェック 11項目２. イレブン・チェック 11項目１. 指輪っかテスト１. 指輪っかテスト

ほぼ同じ年齢の同性と比較して健康に気をつけた食事を心がけてい
ますか

野菜料理と主菜（お肉またはお魚）を両方とも毎日2回以上は食べ
ていますか

「さきいか」「たくあん」くらいの固さの食品を普通に噛みきれますか

お茶や汁物でむせることはありますか　※

1回30分以上の汗をかく運動を週2回以上、1年間以上実施してい
ますか

日常生活において歩行または同等の身体活動を1日1時間以上実施
していますか

ほぼ同じ年齢の同性と比較して歩く速度が速いと思いますか

昨年と比べて外出の回数が減っていますか　※

1日1回以上は、誰かと一緒に食事しますか

自分が活気に溢れていると思いますか

何よりもまず、物忘れが気になりますか　※

　　の欄に○が6〜9：筋肉量をしっかり維持できている可能性が高いです

　　の欄に○が0〜5：筋肉が弱まっていたり、健康に心配なところがあったりする可能性があります

　　の欄に○が2つ：食習慣への意識はしっかりとお持ちのようです

　　の欄に○が0〜1：食習慣への意識が足りていない可能性があります
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両手の

親指と人差し指で

輪を作ります。

利き足ではない方の

ふくらはぎの一番太い

部分を力を入れずに

軽く囲んで

みましょう。１ ２

転倒
骨折

などの
リスク

回答欄
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そ
の
住
ま
い
の
不
安
の

解
消
の
支
援
を
致
し
ま
す
。

建
物
の
耐
震
診
断
を
行
い
、

診
断
に
よ
り
耐
震
補
強
工
事

を
行
い
ま
す
。
住
宅
・
リ

フ
ォ
ー
ム
・
店
舗
・
ア
パ
ー

ト
等
の
設
計
、
不
動
産
業
の

賃
貸
管
理
売
買
も
致
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

☎
０
２
２（
２
５
３
）６
４
２
０

　
毎
日
の
生
活
を
送
る
上

で
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ

る
場
所
は
住
ま
い
で
す
。

住
ま
い
の
不
安
の
解
消
の
支
援
を
致
し
ま
す
。

㈱
森
デ
ザ
イ
ン
ハ
ウ
ス（
塩
竈
市
）

会員数 会員数 現在現在 4545 社   社   新規加盟企業 募集中！新規加盟企業 募集中！

シルバーパートナーズシルバーパートナーズ
宮城県 住宅確保要配慮者居住支援法人  指定番号 第４号

不 老
詳しくはお電話でお問合せいただくか、ホームページをご覧ください。

シニア

0120-260-428

一般社団法人

宮城県内で事業を行っているプロ (企業 )たちが
高齢者とご家族の悩み・困り事の解決＆支援のため

集まり智恵と汗を出し合っています !!

　
昨
年
ま
で
に
相
続
法
に
つ
い
て

改
正
が
あ
り
ま
し
た
が
、
配
偶
者

の
優
遇
制
度
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

配
偶
者
の
優
遇
制
度
に
つ
い
て

　
今
回
の
執
筆
者
／
仙
台
合
同
公
証
人
役
場　

公
証
人　

北
見
映
雅

要
費
を
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
居
住
建
物
の

所
有
者
が
固
定
資
産
税
を

納
付
し
た
場
合
に
は
、
通

常
に
必
要
費
に
あ
た
る
と

し
て
、
居
住
配
偶
者
に
求

償
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

居
住
用
不
動
産
贈
与
等
に

つ
い
て
の
優
遇
措
置

　
婚
姻
期
間
が
20
年
以
上

の
夫
婦
間
に
お
け
る
居
住

用
不
動
産（
居
住
建
物
及

び
そ
の
敷
地
）
の
遺
贈
又

は
贈
与
が
為
さ
れ
た
場
合

の
優
遇
措
置
で
す
、

　
こ
れ
ま
で
は
、
遺
産
の

配
偶
者
に
配
偶
者
居
住
権

を
取
得
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
遺
言
書
に
は
配

偶
者
居
住
権
を
遺
贈
す
る

旨
の
文
言
を
記
載
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
居
住
家

屋
を
全
て
子
に
相
続
さ
せ

て
も
配
偶
者
は
無
償
で
居

住
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
な
お
、
配
偶
者
は
、
建

物
に
つ
い
て
の
通
常
の
必

配
偶
者
居
住
権

の
創
設

　
配
偶
者
が
相
続
開
始
時

に
被
相
続
人
の
建
物
に
居

住
し
て
い
た
場
合
に
、
配

偶
者
は
、
遺
産
分
割
に
お

い
て
、
配
偶
者
居
住
権
を

取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、

終
身
又
は
一
定
期
間
、
そ

の
建
物
に
無
償
で
居
住
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
被
相
続
人
が
遺

言
に
よ
る
遺
贈
に
よ
っ
て

先
渡
し
を
受
け
た
と
し
て

贈
与
資
産
を
遺
産
に
加
え

た
総
遺
産
を
も
と
に
遺
産

分
割
を
行
う
こ
と
に
な

る
の
で
す
が
、
今
回
の
改

正
で
、
居
住
用
不
動
産
を

遺
産
の
先
渡
し
分
を
遺
産

に
加
算
し
な
い
で
よ
く
な

り
、
配
偶
者
が
有
利
に
取

り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
婚
姻
期
間
が

20
年
以
上
が
必
要
で
す
の

で
注
意
し
て
下
さ
い
。

Ａ Ｑ

いつでも無料相談
とりあえずお電話をどうぞ
（遺言・任意後見契約・その他）

仙台合同公証人役場
仙台市青葉区二日町 16-15　プライムゲート晩翠通　２階

☎（221）6031　公証人　菅野俊明

☎（266）8398　公証人　鈴木陽一

☎（261）0377　公証人　柏村隆幸

☎（222）8105　公証人　北見映雅

気
楽
に
楽
し
く 

エ
ッ
セ
イ
を
書
こ
う

　
２
月
13
日（
土
）11
時
〜
12
時
30
分

　
会
場
／
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台

　
参
加
費
／
１
３
０
０
円（
会
員
１
０
０
０
円
）

■
問
／
サ
ロ
ン
☎（
２
１
７
）０
１
０
１

家
族
に
伝
え
た
い

自
分
史
を
書
こ
う

　
２
月
13
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時

※
会
場
＆
参
加
費
＆
問
合
先
は
同
じ

シ
ニ
ア
限
定
の
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し

大
人
の
茶
話
会

　
２
月
21
日（
日
）13
時
30
分
〜

　
会
場
／
ホ
テ
ル
・
ユ
ニ
サ
イ
ト（
モ
ン
ト
レ
裏
）

　
男
性
５
０
０
０
円
・
女
性
２
０
０
０
円

■
問
／
☎
０
９
０（
７
７
９
０
）５
４
８
０（
太
陽
の
会
）

せ
ん
だ
い
豊
齢
学
園

［
公
開
講
座
］　
　
　   

３
１
１
伝
承
を
活
か
す
・
学
ぶ 

シ
ニ
ア
も
知
っ
て
お
き
た
い
災
害
の
こ
と

※
東
日
本
大
震
災
が
起
き
る
前
、

起
き
た
後
、
記
憶
・
教
訓
が
ど
の

よ
う
に
伝
わ
っ
て
い
る
か
を
知

り
、
こ
れ
か
ら
の
災
害
へ
の
向
き

合
い
方
を
と
も
に
考
え
ま
す
。

　
２
月
26
日（
金
）10
時
〜
12
時

　
会
場
／
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

　
講
師
／
東
北
大
学
災
害
科
学

　
国
際
研
究
所
准
教
授 

佐
藤
翔
輔
氏

　
対
象
／
50
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
90
人(

先
着)

　
　
　
　
費
用  

５
０
０
円

◎
申
込
方
法

２
月
８
日(

月
）９
時
受
付
開
始

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

①
講
座
名
　
②
名
前(

ふ
り
が
な)

③
郵
便
番
号
・
住
所

④
電
話
番
号
　
⑤
年
齢
　

を
連
絡
ま
た
は
記
入
し
て
申
し
込
み
を
。

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
１
５
）４
１
４
０

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
２
１
５
）３
１
２
９

Ｅ
メ
ー
ル  

ikig
ai@

sendai-hw
.or.jp

●
会
員
募
集

台
原
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

『
試
技
会
・
説
明
会
』 

　
３
月
７
日（
日
）10
時
〜
11
時
30
分

　
会
場
／
台
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
※
材
料
費
５
０
０
円（
の
り
、
は
さ
み
持
参
）

■
問
／
☎（
２
５
１
）５
４
７
１（
古
田
）

介
護
講
座
　
　
　
　          

▼
介
護
１
日
講
座

『
高
齢
者
の
健
康
を
支
え
る
食
生
活
』

～
低
栄
養
予
防
に
つ
い
て
～

『
安
心
・
安
全
な
食
事
介
助
の
ポ
イ
ン
ト
』

　
２
月
12
日（
金
）10
時
〜
15
時

▼
認
知
症
パ
ー
ト
ナ
ー
講
座

《
認
知
症
の
人
と
一
緒
に
な
っ
て
行
動

で
き
る
理
想
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
は
？
》

　
２
月
18
日（
木
）13
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
働
く
方
の
介
護
入
門
講
座

新
テ
ー
マ
！
『
遠
距
離
介
護

に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
活
用
法
』

　
２
月
27
日（
土
）10
時
〜
12
時

※
会
場
は
仙
台
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

対
象
は
市
民
（
仙
台
市
内
在
住
か
お
勤
め
の
方
）

受
講
料
無
料（
※
希
望
者
の
み
テ
キ
ス
ト
代
）

■
問
／
仙
台
市
健
康
福
祉
事
業
団  

介
護
研
修
室

　
☎（
２
１
５
）３
７
１
１

野
山
ウ
ォ
ー
ク
・
自
然
観
察

野
山
ウ
ォ
ー
ク
・
自
然
観
察

※
高
齢
者
向
け
の
優
し
い
野
山

散
策
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

●
毎
月
、
平
日
、
土
日
も
含
め
て

５
回
程
度
実
施
。
参
加
希
望
の
方

は
開
催
日
を
問
い
合
わ
せ
の
上
、

お
申
し
込
み
を
。

※
参
加
費
５
０
０
円
。
昼
食
飲
み
物

等
は
各
自
持
参
。
申
込
は
３
日
前
迄
。

　
場
所
／
仙
台
市
西
部
の
里
山

■
問
／
東
北
ア
ウ
ト
ド
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
０（
８
６
１
６
）１
３
９
７

傾
聴
サ
ロ
ン

傾
聴
サ
ロ
ン
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　      

　
２
月
６
日（
土
）10
時
〜
15
時

　
仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ
　

　
２
月
21
日（
日
）10
時
〜
15
時

　
名
取
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
２
月
17
日（
水
）10
時
〜
15
時

　
岩
沼
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
２
月
28
日（
日
）10
時
〜
15
時

　
塩
釜
市
公
民
館
本
町
分
室

　
※
参
加
費
無
料（
要
予
約
）

■
問
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
仙
台
傾
聴
の
会

　
☎
０
９
０（
６
２
５
３
）５
６
４
０

傾
聴
茶
話
会

傾
聴
茶
話
会
　
　
　

　
　
　   

   

　
２
月
13
日（
土
）13
時
30
〜
14
時
30
分

　
仙
台
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
※
参
加
費
無
料（
予
約
不
要
）

■
問
／
☎
０
７
０（
２
０
２
５
）８
２
０
０

　　　　　　 　　  《その４　年間葬儀件数は檀家総数の 4％？》
　　仏教寺院の宗教活動による収入のうち、通常最も額が大きいのが葬儀布施。勿論、葬儀を行わない祈願寺や、俗にいう観光寺

もありますが、全体からみれば少数です。大多数の寺院は、檀家のご先祖の菩提を弔い、新仏の葬儀導師を務めることで収入を得

ていますが、そういう滅罪寺（檀家寺）の経営が檀家からの布施のみで成り立つか否かは、その多くを抱える檀家数に依存します。

何故ならば、「年間に発生する葬儀件数は檀家総数の凡そ４％（尤もこれは統計というより、住職たちの経験から導かれる値）だ」と

言われているからです。従って、年間に檀家１００軒あたり４件の葬儀が発生すると考えられ、仙台市内の場合、お布施だけで経営が

成り立つボーダーラインが檀家３５０軒と言われる根拠でもあります。例えば、檀家３５０軒の寺が有り、葬儀布施の平均が５０万円。

檀家各々が一周忌・三回忌・七回忌・十三回忌・三十三回忌の法事を欠かさず営み、平均３万円をお布施すると仮定します。

するとその寺では、檀家総数の４％で年間葬儀数１４件あり、そこから布施総額を計算すると約９００万円という値が導かれます。

妙蓮寺 ☎022（376）3553
〒981-3225　仙台市泉区福岡字上野原1-16

宗教法人

●葬儀一式 ：３０万円以内（戒名・枕経・通夜読経・葬儀導師・炉前読経まで含む）
　　　　　　　　　※戒名は信士／信女号とします（居士／大姉号、院号等は別途ご相談下さい）
●追善供養　（初七日以降、繰上法要も同じ）：３万円程度（塔婆料を除く）
●埋葬までの安置場所にお困りの方には、ご遺骨一時お預かりもいたします。
●仏壇・位牌の芯入れ・芯抜き。その他のご供養や各種ご祈祷も承ります。

相談料はいただきませんので、お気軽にお電話を。相談料はいただきませんので、お気軽にお電話を。

※非通知設定のままですと繋がらない場合がございます。

このうち境内伽藍の維持管理や宗教

活動に６～７割を支出したとしても、住職

１人だけなら、普通に生活出来るでしょう。

ただし、葬儀布施が平均５０万円になる

とは限らず、法事をしない檀家も少なか

らずあり、現実はもっと厳しいかも。

「今までお寺と縁が無かったけど。」という方、
   葬儀についての疑問や不安にお応えします。

葬儀布施
について
考える

　
青
葉
区
八
幡
と
太
白
区
山

田
鈎
取
で
整
骨
院
を
展
開
す

る
ど
ん
ぐ
り
整
骨
院
が
、
３

店
舗
目
と
な
る
長
町
店
を
新

た
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し

た
。
腰
、
肩
、
膝
の
痛
み
や
、

交
通
事
故
む
ち
打
ち
治
療
を

得
意
と
し
て
い
ま
す
。

★
特
典
＝
新
聞
を
見
た
で

「

お
試
し
施
術
20
分

１
０
０
０
円
」（
３
月
末
迄
）

長
町
住
宅
展
示
場
の
す
ぐ
向
か
い
側

太
白
区
鹿
野
２
ー
17
ー
11
ー
101

☎
０
２
２（
７
９
６
）９
９
６
９

ど
ん
ぐ
り
整
骨
院
が
長
町
に
新
店
舗
を
オ
ー
プ
ン

株
式
会
社
ど
ん
ぐ
り

単なる友人探しでの登録はご遠慮いただいております。

代表　小野寺

定休日／日・月
☎090-7790-5480

懇親会開催　 毎月第３日曜日　13：30～　※体験参加可
会員募集中　　 独身男女50歳～ (上限80歳)

シニア専門　真剣な出会いをサポート

31年の実績

寄り添う人がいる幸せ、今一度手にしてみませんか？

https://taiyonokai-sendai.com

太陽の会・仙台



令和 3年 2月号 （4）

投
稿
投
稿

コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

１
月
号
の
替
え
歌
で
元
気
倍
増

長
谷
川
登
美
72
　
青
葉
区
中
山
吉
成

　
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
１
月
号
の

「
お
便
り
」の
欄
、
児
玉
悟
様
の

『「
替
え
歌
」の
第
三
弾
』を
嬉
し

く
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ

の「
長
生
き
し
よ
う
」の
替
え
歌

は
、
６
番
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
私
が
老
人
ク

ラ
ブ
で
教
え
て
頂
い
た
も
の
で

し
た
。
以
来
、
高
齢
に
な
っ
た

私
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
る

歌
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
夫
の
弁
当
を
作
る
た
め
、
毎

朝
４
時
40
分
に
起
き
る
私
で
す
。

お
湯
を
沸
か
し
な
が
ら
、
冷
蔵

庫
に
貼
っ
て
い
る
替
え
歌
の
歌

詞
を
見
て
、
歌
い
出
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
夫
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
近
所
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ

う
小
さ
な
声
で
歌
い
ま
す
。
６

番
ま
で
あ
る
中
で
、
そ
の
時
の

気
分
で
力
を
入
れ
る
と
こ
ろ
が

違
う
か
ら
、
何
と
も
楽
し
い
の

で
す
。「
年
齢
重
ね
て
磨
き
を
か

け
た
　
輝
く
笑
顔
の
素
敵
な
人

よ
」の
１
番
は
、
申
し
分
な
く
大

好
き
。
歳
を
重
ね
た
分
、
希
望

に
な
り
ま
す
。

　
４
番
の「
や
り
た
い
こ
と
が
山

ほ
ど
あ
っ
て
　
こ
れ
か
ら
始
ま

る
私
の
青
春
」は
、
ま
さ
に
今
の

私
の
こ
と
。
72
歳
に
な
っ
て
も

好
奇
心
旺
盛
で
次
々
や
り
た
い

こ
と
が
出
て
来
る
の
で
す
か
ら
、

や
は
り
青
春
で
し
ょ
う
か
。

　
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
６
番
、
今

日
か
ら
は
児
玉
様
の
歌
詞
で

歌
っ
て
、
長
生
き
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

替
え
歌
を
配
達
、
喜
ば
れ
て
ま
す

山
田
和
子

山
田
和
子
7777
　
青
葉
区
小
田
原

　
青
葉
区
小
田
原

シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
に

シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
に

載
っ
た
替
え
歌
を
、

載
っ
た
替
え
歌
を
、

私
な
り
に
拡
大
し

私
な
り
に
拡
大
し

新
聞
と
一
緒
に
ご
近
所
へ
配
達

新
聞
と
一
緒
に
ご
近
所
へ
配
達

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

我
が
町
内
で
は
大
変

我
が
町
内
で
は
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

ど
し
ど
し
募
集
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
し
ど
し
募
集
し
て
く
だ
さ
い
。

「
替
え
歌
」の
第
四
弾 

児
玉
　
悟
74
　
青
葉
区
五
橋

　
今
回
も
私
の
ス
ト
ッ
ク
し
て

い
る
替
え
歌
を
投
稿
し
ま
す
。

読
者
の
皆
さ
ん
が
歌
え
る
環
境

に
な
っ
た
ら
、
楽
し
ん
で
も
ら

え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ス

ペ
ー
ス
が
あ
っ
た
ら
掲
載
を
お

願
い
し
ま
す
。

♪
花
の
十
代

　
　（
高
校
三
年
生
の
リ
ズ
ム
で
）

［
１
番
］

 

百
歳
時
代
　
自
分
を
大
事
に

生
き
て
い
こ
う
よ
　
こ
れ
か
ら
も

あ
あ
〜
あ
あ
あ
〜
　
花
の
十
代

わ
れ
ら
　
今
日
の
一
日
感
謝
し
て

み
ん
な
　
仲
良
く
　
過
ご
そ
う
よ

［
２
番
］

歳
は
と
っ
て
も
　
生
き
が
い
持
っ
て

き
ず
な
強
く
　
歩
み
行
く

あ
あ
〜
あ
あ
あ
〜
　
花
の
十
代

わ
れ
ら 
出
来
な
い
こ
と
が
増
え
た
な
ら

助
け
合
っ
て
　
い
つ
ま
で
も

［
３
番
］

若
い
あ
の
日
の
　
面
影
消
え
た

白
髪
頭
に
　
遠
い
耳

あ
あ
〜
あ
あ
あ
〜
　
花
の
十
代

ボ
ケ
て 

し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
な
ろ
う
と
も

い
つ
も
　
笑
顔
で
元
気
よ
く

※
十
か
ら
九
十
九
ま
で
は
十
の
位

（
十
代
）だ
か
ら
、
九
十
九
ま
で
十
代

新
し
い
年
を
迎
え
て

髙
橋
ス
マ
ノ
94
　
青
葉
区
落
合

　
去
年
は
雪
が
降
ら
な
く
て
ス

キ
ー
場
な
ど
大
変
だ
っ
た
の
に
、

今
年
は
大
雪
と
な
り
陸
上
自
衛

隊
に
よ
り
関
越
自
動
車
道
の
立

ち
往
生
を
解
消
し
た
り
、
屋
根

の
雪
下
ろ
し
で
は
尊
い
命
も
な

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
変
異
種

が
現
れ
、
依
然
と
衰
え
る
様
子

も
な
く
、
ま
す
ま
す
感
染
拡
大

と
な
り
大
変
だ
ら
け
の
新
し
い

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
ど
ん
な
こ
と

が
起
き
る
か
…
。
経
済
成
長
ば

か
り
考
え
る
人
間
の
欲
望
は
無

限
で
す
。
必
要
な
も
の
不
要
な

も
の
、
大
事
な
も
の
を
知
っ
た

と
書
い
た
の
を
新
聞
で
読
み
ま

し
た
。

　
こ
の
人
は
、
①
信
頼
で
き
る

人
間
関
係
　
②
安
心
で
き
る
場

所
、
地
域
の
生
活
空
間
、
な
じ

み
の
店
　
③
医
療
や
介
護
の
体

制
　
④
公
共
交
通
そ
の
他
安
心

で
き
る
街
路
、
書
物
、
音
楽
　

⑤
四
季
の
風
景
、
澄
ん
だ
大
気
、

大
切
な
思
い
出
　
　
　

　
本
当
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
し

た
。
一
つ
し
か
無
い
こ
の
地
球

を
大
切
に
考
え
る
世
の
中
に

な
っ
て
欲
し
い
も
の
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
久
し
振
り
の
大
雪
、
み
る
み

る
う
ち
に
廻
り
の
景
色
が
雪
化

粧
さ
れ
て
見
と
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

小
正
月「
ち
ゃ
せ
ご
」餅
も
ら
い

横
田
春
治
67
　
宮
城
野
区
鶴
ヶ
谷

　
正
月
に
な
る
と
楽
し
み
が

あ
っ
た
。
田
舎
に
は「
ち
ゃ
せ
ご
」

と
言
っ
て
各
家
か
ら
餅
を
も
ら

う
の
で
あ
る
。
そ
の
時
の
か
け

声
は「
ち
ゃ
せ
ご
に
来
ま
し
た
」、

た
だ
そ
れ
だ
け
。
し
か
し
物
の

無
い
時
代
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は

大
根
に
粉
を
ま
ぶ
し
て
渡
さ
れ

た
り
、
死
者
が
出
て
日
が
悪
い

か
ら
と
餅
を
も
ら
え
な
い
こ
と

も
多
か
っ
た
。
私
は
友
だ
ち
と

餅
を
も
ら
い
に
行
く
の
で
す
が
、

顔
に
ス
ミ
を
塗
っ
て
ど
こ
の
誰

だ
か
分
か
ら
な
い
よ
う
に
し
た

も
の
。
今
か
ら
60
年
前
の
こ
と

を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い

出
す
。
今
だ
っ
た
ら
出
来
な
い

で
し
ょ
う
ね
。
令
和
3
年
が
良

い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
願

い
を
込
め
て
。

【
編
集
室
よ
り
】ネ
ッ
ト
で
調
べ

て
み
る
と
、
昔
の
子
供
は
髪
を

上
に
結
っ
て
、
そ
の
髪
型
が

茶
せ
ん
に
似
て
い
た
こ
と
か

ら『
ち
ゃ
せ
ご
』と
呼
ん
だ
そ
う

で
す
。
２
５
０
年
以
上
続
く
も

の
で
、
そ
の
年
の
吉
方
の
方
位

か
ら
来
た
子
供
達
は
縁
起
を
運

ん
で
く
る
と
さ
れ
、
大
人
た
ち

が
歓
迎
し
て
餅
や
菓
子
を
ふ
る

ま
っ
た
そ
う
で
す
。

丑
年
　 中

沢
常
夫
84
　
青
葉
区
中
山

　
今
年
は
丑
年
。
十
二
支
の
子

年
に
次
ぐ
第
２
番
目
に
な
っ
て

い
ま
す
。
何
故
で
し
ょ
う
か
。

神
様
は
12
の
動
物
を
選
ん
で
、

順
番
に
そ
の
年
１
年
間
待
遇
す

る
こ
と
を
考
え
た
そ
う
で
す
。

そ
の
順
番
を
、
動
物
た
ち
に
呼

び
か
け
て
元
旦
の
朝
、
指
定
場

所
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
順
に
し

ま
し
た
。

　
牛（
丑
）は
足
が
遅
い
で
の
早

く
出
発
。
こ
れ
を
聞
き
つ
け
た

鼠（
子
）が
牛
の
と
こ
ろ
へ
行
っ

て
、
牛
の
背
中
に
乗
っ
た
。
牛

は
１
番
と
喜
ん
だ
が
、
背
中
に

乗
っ
て
い
た
鼠
が
ゴ
ー
ル
寸
前

に
飛
び
降
り
１
着
で
ゴ
ー
ル
イ

ン
し
、
牛
は
２
着
に
。

　
猪（
亥
）
は
最
後
の
12
位
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
早
く
ゴ
ー

ル
イ
ン
し
た
の
に
止
ま
る
こ
と

が
で
き
ず
、
行
き
過
ぎ
て
し
ま

い
、
あ
わ
て
て
戻
っ
た
が
何
と

か
12
位
に
入
れ
た
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
が
猪
突
猛
進
と
言
わ
れ
る

所
以
で
す
。
神
様
は
猫
が
好
き

で
猫
が
来
な
か
っ
た
こ
と
を
不

審
に
思
い
、
猫
を
呼
ん
で
聞
い

た
と
こ
ろ
、
鼠
が
競
争
日
を
元

旦
で
は
な
く
、
２
日
と
教
え
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。
神
様
は
み

ん
な
の
前
で
順
番
を
発
表
し
た

こ
と
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
た
が
、

鼠
に
つ
い
て
猫
に
追
わ
れ
る
罰

を
与
え
た
と
い
う
こ
と
。

　
今
年
は
丑
年
。
今
年
は
自
分

を
わ
き
ま
え
て
、
余
裕
を
も
っ

て
早
め
早
め
の
行
動
を
と
る
年

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

は
や
ぶ
さ
２
と
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ

阪
本
昭
憲
75
　
太
白
区
上
野
山

　「
小
柴
昌
俊
先
生
の
研
究
し
て

い
る
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
は
、
私
た

ち
の
生
活
に
ど
ん
な
影
響
が
あ

る
の
で
す
か
？
」と
、
度
々
質
問

を
受
け
た
そ
う
で
す
。
そ
の
時

に
小
柴
先
生
は
、
悠
揚
迫
ら
ず

山
形
　
正
70 

青
葉
区
中
山

菊
地
千
鶴
子
68
　
富
谷
市
富
ヶ
丘
　

佐
藤
裕
子
75 

若
林
区
一
本
杉
町

松
田
瞭
子
94 
青
葉
区
花
壇

滝
ハ
ル
子
90 

太
白
区
あ
す
と
長
町

久
米
禮
子
82 

太
白
区
あ
す
と
長
町

渡
邊
愛
子
93 

太
白
区
あ
す
と
長
町

髙
橋
ス
マ
ノ
94 

青
葉
区
落
合

中
村
佐
江
子
91 

太
白
区
鈎
取

佐
々
木
幹
児
84 

大
和
町

大
友
寛
子
84 

太
白
区
あ
す
と
長
町

横
田
春
治
68 

宮
城
野
区
鶴
ヶ
谷

阿
部
　
弘
78 

泉
区
長
命
ヶ
丘

柏
原
蔦
子
85 

宮
城
野
区
原
町

松
元
ゆ
り
子
67 

富
谷
市
あ
け
の
平

小
原
秋
子
83 

村
田
町

佐
藤
ふ
さ
子
70 

青
葉
区
錦
ヶ
丘



令和 3年 2月号（5）

に「
１
０
０
年
経
っ
て
も
２
０
０

年
経
っ
て
も
、
私
た
ち
の
生
活

に
は
直
截
な
関
係
は
及
ぼ
さ
な

い
よ
」と
胸
を
張
っ
て
、
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
ユ
ー
モ
ア
も
入
っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ

が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
ね
。

　
世
界
中
を
驚
か
せ
た
小
惑
星

探
査
機
の『
は
や
ぶ
さ
２
』。
そ

の
目
的
の
一
つ
に
宇
宙
か
ら
水

を
運
ん
で
来
た
そ
う
で
す
。
浅

学
な
私
は
水
と
聞
い
て
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た

が
、
そ
れ
は
科
学
上
で
の
水
な

の
で
す
ね
。
そ
れ
と
宇
宙
の
砂

も
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
地
球
誕

生
の
謎
に
迫
る
そ
う
で
す
。
今

や
世
界
各
国
が
ど
の
分
野
で
も

競
い
合
っ
て
い
ま
す
ね
。「
お
金
、

お
金
で
す
ね
」。

　
そ
ん
な
中
で
日
本
は
、
少
額

の
予
算
で
世
界
の
中
で
健
闘
し

て
い
ま
す
ね
。
は
や
ぶ
さ
２
の

研
究
者
の
方
々
の
、
何
の
て
ら

い
も
無
い
笑
顔
が
印
象
的
で
す

ね
。
日
夜
に
亘
り
研
究
に
生
涯

を
捧
げ
る
真
摯
な
姿
勢
に
は
、

心
が
打
た
れ
ま
す
ね
。
世
界
の

中
で
各
分
野
で
の
日
本
人
が
果

た
す
役
割
を
も
う
一
度
考
え
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

は
や
ぶ
さ
２
の
活
躍
を
長
寿
で

迎
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

75
歳
以
上
の

　
医
療
費
引
き
上
げ
に
反
対

水
戸
秀
雄
86
　
青
葉
区
川
平

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

全
世
界
で
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を

知
ら
ず
、
感
染
拡
大
を
続
け
て

い
ま
す
。
治
療
費
や
ワ
ク
チ
ン

の
開
発
が
間
に
合
わ
ず
、
わ
が

国
で
も
医
療
危
機
が
叫
ば
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、「
高

齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
が

感
染
す
る
と
重
症
化
し
や
す
い
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
夫
婦
は
、
後
期
高
齢

者
で
共
に
複
数
の
基
礎
疾
患
が

あ
り
、
病
院
通
い
が
日
課
と
な
っ

て
い
ま
す
。
政
府
は
高
齢
者
等

の
感
染
予
防
対
策
と
し
て
、
コ

ロ
ナ
の
恐
怖
に
お
び
え
て
い
る

高
齢
者
等
に『
危
険
手
当
』と
し

て
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
く

れ
る
の
で
は
と
淡
い
希
望
を
抱

い
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
程
、
75
歳
以

上
の
医
療
費
窓
口
負
担
を
１
割

か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
る
制
度

改
革
に
つ
い
て
菅
首
相
と
公
明

党
山
口
代
表
が「
年
収
２
０
０
万

円
以
上
で
２
０
２
２
年
10
月
実

施
」で
合
意
し
た
と
の
こ
と
で

す
。
こ
の
制
度
が
実
施
さ
れ
た

ら
、
私
た
ち
は
１
日
３
度
の
食

事
を
犬
猫
並
み
の
２
食
に
し
な

い
と
生
活
で
き
ま
せ
ん
。
わ
が

国
の
国
債
は
１
千
兆
円
を
越
え

て
、
世
界
第
１
位
。
そ
の
穴
埋

め
と
し
て
国
の
歳
出
の
最
た
る

社
会
保
障
費
で
あ
る
年
金
や
医

療
費
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
の
は

理
解
で
き
ま
す
が
、
社
民
党
政

権
時
に「
消
費
税
増
税
分
は
全
て

社
会
保
障
費
に
充
て
る
」と
の
三

者
合
意
は
未
だ
守
ら
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。
弱
者
切
り
捨
て
政
策

は
辞
め
て
、
政
治
と
金
改
革
等
、

抜
本
的
改
革
を
望
ん
で
い
ま
す
。

認
知
症
が
や
っ
て
き
た（
最
終
回
）

吉
田
千
秋
89
　
大
阪
府
豊
中
市

　
な
ぜ
婆
さ
ん
が
途
中
で
投
げ

出
さ
な
か
っ
た
か
、
お
分
か
り

だ
ろ
う
か
？
　
悪
意
の
な
い
外

野
は
、「
そ
れ
ご
覧
！
初
め
か
ら

分
か
っ
て
る
や
ん
！
」と
口
に
す

る
。
ま
た
、
途
中
で
死
ん
だ
ら

犬
死
に
な
る
。
そ
し
て
又
し
て

も
悪
意
の
な
い
外
野
は
、
声
高

ら
か
に
あ
ざ
笑
う
だ
ろ
う
。

　
婆
さ
ん
は
犬
死
に
し
な
か
っ

た
。
そ
し
て
多
く
を
学
ん
だ
。

軽
い
気
持
ち
で「
泊
ま
り
に
来
た

ら
？
」と
彼
女
を
誘
っ
た
。
そ
の

親
切
？
が
、
大
好
き
な
お
医
者

さ
ま
に
ご
迷
惑
を
か
け
た
。
ま

た
○
市
の
担
当
者
の
方
々
や
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
に

も
数
々
の
お
世
話
に
預
か
っ
た
。

た
と
え
そ
れ
が
彼
女
の
た
め
と

言
え
ど
も
…
。

　
親
切
は
難
し
い
。
婆
さ
ん
は

し
み
じ
み
と
感
じ
た
。
で
も
、

マ
イ
ナ
ス
ば
か
り
で
は
無
い
。

認
知
症
の
一
部
分
だ
け
れ
ど
も
、

学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
。
決
し

て
無
駄
で
は
無
か
っ
た
よ
う
に

思
う
。
今
こ
う
し
て
、
お
ば
あ

さ
ん
の
作
文
に
書
い
て
、
愛
読

者
？
の
方
々
の
チ
ョ
ッ
ピ
リ
で

も
お
役
に
立
つ
の
で
は
無
い
だ

ろ
う
か
？

《
余
談
》　
認
知
症
の
彼
女
と
の

暮
ら
し
は
、
半
月
に
及
ん
だ
。

彼
女
が
ホ
ー
ム
へ
入
居
し
て
か

ら
も
、
毎
日
手
紙
を
出
し
て
い

る
。
彼
女
が
寂
し
が
ら
な
い
よ

う
に
…
。
認
知
症
の
彼
女
と
の

暮
ら
し
の
中
で
私
を
支
え
て
く

れ
た
の
は
、
ラ
ジ
カ
セ
か
ら
流

れ
る
音
楽
と
部
屋
に
飾
っ
た
花

た
ち
。
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
飾
る

ベ
ル
ギ
ー
製
の
花
瓶
を
求
め
た
。

こ
れ
は
自
分
へ
の
ご
褒
美
。

第
103
回
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
出
航

門
馬
貞
治
84
　
泉
区
南
光
台

　（
２
０
２
０
年
）　
２
月
２
日
、

バ
ヌ
ア
ツ
共
和
国
、
ポ
ト
ピ
ラ

港
に
朝
入
港
。
83
島
６
州
か
ら

な
り
、
首
都
の
あ
る
エ
フ
ァ
テ

島
は
周
囲
１
３
０
㎞
、
世
界
唯

一
水
面
下
に
郵
便
局
が
あ
る
。

全
島
か
ら
集
め
た
コ
ー
ヒ
ー
を

加
工
し
輸
出
し
て
成
り
立
つ
国

で
あ
る
。
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

バ
ン
で
穴
ボ
コ
の
砂
利
道
を
島

内
一
周
巡
り
。
ヤ
シ
の
葉
葺
き

の
国
立
博
物
館
で
は
、
素
晴
ら

し
い
砂
一
筆
絵
に
ビ
ッ
ク
リ
。

ブ
ル
ラ
グ
ー
ン（
青
い
泉
）は
海

水
浴
、
ブ
ラ
ン
コ
、
飛
び
込
み

学
童
で
賑
や
か
。

　
３
日
、
洋
上
夏
祭
り
。
日
本

太
鼓
、
台
湾
ダ
ン
ス
、
中
国
舞

踊
、
盆
踊
り
、
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト

娘
シ
ョ
ー
等
、盛
り
沢
山
。
４
日
、

最
後
の
洋
上
コ
ン
サ
ー
ト
。
５

日
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ガ
ダ
ル

カ
ナ
ル
島
の
首
都
ホ
ニ
ア
ラ
に

朝
入
港
。
６
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

バ
ン
で
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

吉
野
美
智
子
67 

村
田
町

菅
野
ヒ
デ
子
88 

太
白
区
あ
す
と
長
町

齋
藤
恵
美
子
66 

若
林
区
今
泉

伊
藤
貞
子
93 

青
葉
区
中
山
台

長
谷
川
登
美
72 

青
葉
区
中
山
吉
成

石
森
朝
子
88 

太
白
区
茂
庭
台

鹿
又
和
子
80 

太
白
区
茂
庭

中
沢
常
夫
84 
青
葉
区
中
山

岩
井
元
司
88 

太
白
区
袋
原

久
慈
レ
イ
93 

太
白
区
太
長
会
リ
ハ

及
川
た
い
子
73 

岩
沼
市

鈴
木
昌
子
76 

大
河
原
町

村
上
慶
子
93 

太
白
区
リ
ハ
青
山

天
野
ハ
ル
89 

太
白
区
あ
す
と
長
町

小
野
さ
つ
き
77 

若
林
区
荒
井

持
参
で
半
日
、
戦
跡
巡
り
。
市

街
や
南
太
平
洋
を
一
望
で
き
る

ア
ス
テ
ン
山
の『
平
和
記
念
碑
』

で
参
拝
。
日
本
軍
１
０
０
０
名
、

米
軍
２
０
０
名
が
戦
死
し
た
地

獄
の
戦
場
と
言
わ
れ
た『
血
染
め

の
丘
』の
記
念
碑
で
参
拝
。
夕
刻

出
航
。（
つ
づ
く
）

「
20
回
芸
ボ
ラ
ふ
れ
愛
」盛
況
御
礼

小
磯
清
光
79
　
泉
区
館

　
昨
年
11
月
20
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
こ
だ
ま
会
創
設
56

年
に
ふ
さ
わ
し
く
、
皆
さ
ん
に

支
え
ら
れ
助
け
ら
れ
て
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
終
演
後
、
多

く
の
方
々
か
ら
激
励
の
お
手
紙
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
感
謝
の
言
葉

が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
ゲ
ス
ト
の

沢
め
ぐ
美
さ
ん
も
一
生
懸
命

歌
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
21
回
は

11
月
５
・
６
・
７
日
、
３
日
間
を

予
定
、
募
集
中
。
小
磯
ま
で
☎

０
９
０（
２
８
８
９
）７
４
７
４

投
稿
者
に
励
ま
さ
れ
尊
敬
し
て

齋
藤
恵
美
子
66
　
若
林
区
今
泉

　
近
く
の
ス
ー
パ
ー
に
置
か
れ

て
い
る
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
を

時
々
拝
見
し
て
お
り
ま
し
た
。

皆
様
の
作
品
を
見
て
、
自
分
も

出
し
て
み
よ
う
と
思
い
昨
年
投

稿
し
ま
し
た
ら
思
い
が
け
ず
掲

載
さ
れ
、
心
に
光
が
射
し
ま
し

た
。
嬉
し
い
も
の
で
す
ね
、
励

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
３
月
に
夫
が
他
界
し
、

秋
頃
に
は
一
人
居
を
実
感
す
る

よ
う
に
な
り
、
ポ
ツ
ネ
ン
と
し

て
お
り
ま
し
た
。
３
月
は
コ
ロ

ナ
の
感
染
が
始
ま
り
、
死
に
向

か
う
だ
け
の
夫
に
会
え
ず
、
話

せ
ず
、
側
に
い
て
あ
げ
る
こ
と

さ
え
で
き
ず
、
辛
い
も
の
で
し

た
。
何
を
想
っ
て
も
も
う
夫
は

い
な
い
の
で
、
自
分
で
心
を
溶

か
し
て
い
く
こ
と
し
か
で
き
ま

せ
ん
。

　
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
に
投
稿
さ

れ
る
皆
様
の
年
齢
を
見
て
は
驚

き
、
励
ま
さ
れ
、
尊
敬
す
る
ば

か
り
で
す
。
自
分
も
少
し
ず
つ

自
分
時
間
を
大
切
に
、
楽
し
め

る
よ
う
歩
い
て
い
き
た
い
と
思

い
、
ペ
ン
を
執
り
ま
し
た
。

冥
土
の
み
や
げ
が
出
来
ま
し
た

横
尾
千
枝
子
83
　
太
白
区
東
中
田

　
お
友
達
か
ら「
本
に
出
て
い
る

よ
」と
言
わ
れ
シ
ル
バ
ー
川
柳
・

13
弾
に
載
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
、
娘
に
買
っ
て
き
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
14
弾
に

も
載
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

ま
あ
本
当
に
び
っ
く
り
。
文
字

通
り
冥
土
の
み
や
げ
が
出
来
ま

し
た
。
今
年
は
夫
の
27
回
忌
で

し
た
が
、
ゆ
っ
く
り
静
か
に
生

か
さ
れ
て
、
ま
た
そ
の
上
の
ご

ほ
う
び
だ
と
感
謝
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
毎

回
、
こ
れ
で
い
い
の
か
な
と
思

い
な
が
ら
書
い
て
い
ま
す
。
お

医
者
さ
ん
が
見
て
て
、
と
て
も

い
い
脳
ト
レ
だ
と
ほ
め
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

絵
手
紙
募
集 

掲
載
さ
れ
た
場
合
の
み
、

紙
面
と
一
緒
に
作
品
を
返
却
い
た
し
ま
す
。

ス
ペ
ー
ス
の
都
合
も
あ
り
、
掲
載
が
で

き
な
か
っ
た
り
、
翌
月
以
降
に
掲
載
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。



令和 3年 2月号 （6）笑いは元気の素！　認知症の予防にもシルバー川柳　
　
青
　葉
　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　「
五
・
七
・
五
」の
リ
ズ
ム
を
目
指
す

お
つ
り
見
て
　１
０
０
円
玉
は
　孫
の
ガ
チ
ャ
　　	

錦
ヶ
丘	

髙
橋
実
枝
子
61

年
金
は
　偶
数
月
よ
　お
義か

あ母
さ
ま
　　	

中
　　江	

木
村
鏡
子
64

忘
れ
が
ち
　住
所
が
要
る
ね
　現
ナ
マ
に
　　	

中
　　江	

木
村
鏡
子
64

小
銭
入
れ
　体
重
測
定
　そ
ー
と
取
る
　　　　	

鷺
ヶ
森	

氏
家
正
彦
69

財
布
立
つ
　中
身
ほ
と
ん
ど
　診
察
券
　　　　	
鷺
ヶ
森	

氏
家
正
彦
69

お
年
玉
　ま
ご
の
予
算
を
　う
ら
ぎ
っ
て
　　	
錦
ヶ
丘	

佐
藤
ふ
さ
子
70

新
財
布
　我
が
家
に
し
て
よ
　諭
吉
さ
ん
　　	

国
見
ヶ
丘	

鈴
木
久
子
70

特
売
日
　店
内
い
っ
ぱ
い
　お
じ
さ
ん
が
　　	

葉
山
町	

青
木
三
郎
71

家
計
簿
は
　医
療
費
だ
け
が
　増
え
続
く
　　	

昭
和
町	
紙
谷
義
和
71

お
年
玉
　す
こ
し
胸
張
り
　授
与
式
を
　　	

栗
　　生	
今
野
総
子
72

同
じ
毛
で
　犬
は
一
万
　俺
千
円
　　	

国
見
ヶ
丘	

叶
　　芳
雄
72

あ
ち
こ
ち
に
　へ
そ
く
っ
て
み
て
　探
し
て
る
　　　　	

中
山
吉
成	

長
谷
川
登
美
72

春
の
陽
が
　丸
め
た
背
中
　押
し
て
く
る
　　　　	

中
山
吉
成	

長
谷
川
登
美
72

た
か
が
趣
味
　さ
れ
ど
趣
味
で
す
　金
が
要
る
　　	

旭
ヶ
丘	

鈴
木
武
志
72

つ
ら
い
こ
と
　雨
で
流
し
て
　虹
に
な
れ
　　	

木
町
通	

鈴
木
正
明
73

現
金
で
　支
払
う
こ
と
が
　ボ
ケ
防
止
　　　	

五
　　橋	

児
玉
　　悟
74

認
知
で
も
　金
の
話
題
は
　指
弾
く
　　	

通
　　町	

阿
部
良
一
76

読
み
あ
げ
る
　下
向
き
総
理
　頼
り
な
い
　　	

上
　　杉	

村
國
　　誠
77

借
り
た
金
　足
し
て
差
し
出
す
　御
霊
前
　　	

小
田
原	

山
田
和
子
77

老
人
の
　渡
る
世
間
は
　詐
欺
ば
か
り
　　	

小
田
原	

山
田
和
子
77

へ
そ
く
り
は
　俺
と
女
房
の
　騙
し
合
い
　　	

春
日
町	

堀
江
良
彦
77

Ａ
Ｔ
Ｍ
　な
ぜ
か
知
ら
ず
に
　頭
下
げ
　　	

宮
　　町	

大
和
田
久
美
77

初
め
て
の
　が
ま
ぐ
ち
の
中
　五
十
銭
　　	

桜
ヶ
丘	

峯
田
紀
久
子
78

ペ
イ
払
い
　友
の
分
ま
で
　払
う
羽
目
　　	

霊
屋
下	

岡
本
幸
子
78

友
遠
く
　近
く
な
り
し
は
　お
手
洗
い
　　	

霊
屋
下	

岡
本
幸
子
78

今
は
も
う
　ニ
セ
札
に
見
え
る
　二
千
円
　　	

霊
屋
下	

岡
本
宏
正
79

へ
そ
く
り
の
　居
場
所
忘
れ
て
　バ
ア
ぶ
き
み
　　	

霊
屋
下	

岡
本
宏
正
79

お
か
あ
さ
ん
　お
年
玉
か
す
け
ど
　返
し
て
ネ
　　	

旭
ヶ
丘	

本
郷
祐
子
79

長
生
き
は
　現
金
持
た
ず
　判
子
ナ
シ
　　	

東
勝
山	

梶
原
幸
子
80

老
ひ
と
り
　カ
ッ
プ
メ
ン
食
べ
　年
が
明
け
　　	

台
　　原	

中
鉢
紀
雄
80

一
円
の
　切
手
貼
り
出
す
　古
ハ
ガ
キ
　　	

台
　　原	

中
鉢
紀
雄
80

探
し
も
の
　出
ず
に
ひ
ょ
っ
こ
り
　埋
蔵
金
　　	

中
　　江	

岸
田
紀
雄
80

盆
暮
れ
は
　諭
吉
が
羽
化
し
　飛
ん
で
行
く
　　	

中
　　江	

岸
田
紀
雄
80

ど
こ
い
っ
た
　へ
そ
く
り
探
し
　日
が
暮
れ
る
　　	

旭
ヶ
丘	

本
郷
泰
弘
81

コ
ロ
ナ
禍
で
　集
ま
り
減
る
も
　財
も
減
る
　　	

中
山
吉
成	

村
上
重
作
82

傘
の
雪
　邪
気
を
払
う
よ
に
　バ
ン
バ
ン
と
　　	

中
山
吉
成	

小
野
幸
子
82

年
老
い
て
　雪
か
き
皆
に
　助
け
ら
れ
　　	

東
勝
山	

佐
々
木
隆
雄
83

大
雪
に
　勤
め
た
頃
を
　懐
か
し
む
　　	

中
　　山	

中
沢
常
夫
84

傘
寿
過
ぎ
　霞
ん
だ
ホ
ー
ム
が
　見
え
て
き
た
　　	

中
　　山	

中
沢
常
夫
84

ヘ
ソ
ク
リ
を
　屋
根
う
ら
収
め
　遺
言
書
　　	

小
松
島	

山
口
省
三
85

金
賞
を
　褒
め
て
読
め
な
い
　書
道
展
　　	

台
　　原	

菊
池
幸
子
85

朝
夕
に
　コ
ロ
ナ
の
話
　い
つ
消
え
る
　　	

中
　　江	

木
村
　　忍
88

貯
金
箱
　Ｇ
ｏ
ｔ
ｏ
禁
止
で
　お
お
欠あ

く

び伸
　　	

中
山
吉
成	

佐
藤
和
則
89

返
済
す
　「
貸
し
て
な
い
よ
！
」と
　ど
ち
等
ボ
ケ	

桜
ヶ
丘	

白
取
悦
子
89

ヘ
ソ
ク
リ
を
　数
え
直
し
て
　ニ
ン
マ
リ
す
　　	

水
の
森	

宇
南
山
礼
子
89

お
年
玉
　配
れ
る
正
月
　早
く
こ
い
　　　　	

鷺
ヶ
森	

氏
家
さ
ゆ
き
92

処
分
値
で
　指
環
等
夢
と
　共
に
去
る
　　	

春
日
町	

篠
原
伸
江
92

万
札
が
　崩
せ
ぬ
不
便
　カ
ー
ド
の
世
　　	

春
日
町	

篠
原
伸
江
92

３
０
０
円
　夢
見
て
並
べ
ば
　雀

チ
ュ
ン

笑
う
　　	

落
　　合	

髙
橋
ス
マ
ノ
94

手
相
よ
し
　金
運
も
良
し
　な
ぜ
た
ま
ら
ん
　　	

花
　　壇	

松
田
瞭
子
94

恋
れ
ん
ち
ゃ
く着

の
　我
が
貯
え
に
　先
立
た
れ
　	

中
　　山	

山
本
敏
行
95

　
太
　白
　区
　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　「
標
語
」っ
ぽ
く
な
ら
な
い
よ
う
に

薬
局
で
　ポ
イ
活
の
た
め
　無
駄
遣
い
　　	

あ
す
と
長
町	

髙
橋
結
実
63

十
二
人
　大
金
動
く
　お
年
玉
　　	

鈎
取
本
町	

中
村
勇
子
67

賀
状
や
め
　Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
返
信
　追
い
着
か
ず
　　	

鈎
取
本
町	

中
村
勇
子
67

へ
そ
く
り
で
　塵
も
つ
も
っ
て
　小
金
持
ち
　　	

八
木
山	

久
保
田
悦
司
67

巣
ご
も
り
で
　盆
暮
払
い
　逃
げ
ら
れ
ぬ
　　　　	

リ
ハ
青
山	

上
村
　　栄
68

貸
し
借
り
も
　こ
の
時コ

ロ

ナ代
で
は
　良
い
コ
ミ
ニ
ケ
　　	

八
木
山	

飛
田
秀
雄
68

布
団
の
中
　老
い
ら
く
の
恋
　夢
見
つ
つ
　　	

上
野
山	

片
倉
陽
子
70

お
世
話
様
　住
宅
ロ
ー
ン
で
　今
が
あ
る
　　	

土
手
内	

保
志
　　豊
70

ジ
ジ
ィ
た
ち
　バ
バ
ァ
に
恋
さ
れ
　ジ
ャ
ン
プ
す
る	

郡
　　山	

佐
佐
木
脩
70

へ
そ
く
り
が
　孫
の
背
中
で
　再
起
動
　　	

郡
　　山	

佐
佐
木
脩
70

お
年
玉
　あ
げ
る
ば
か
り
の
　人
生
か
　　	

西
の
平	

日
野
実
千
代
71

祝
い
事
　今
じ
ゃ
送
金
　リ
モ
ー
ト
で
　　	

山
田
自
由
ヶ
丘	

熊
谷
み
よ
子
72

亡
き
叔
母
は
　タ
ン
ス
ヘ
ソ
ク
リ
　ん
千
万
　　	

芦
の
口	

加
納
恵
子
73

へ
そ
く
り
は
　へ
そ
つ
な
が
り
の
　子
に
使
わ
れ
　　	

柳
　　生	

及
川
裕
子
73

巣
籠
も
り
も
　や
は
り
家
出
を
　す
る
お
金
　	

郡
　　山	

渡
辺
不
二
夫
74

価
値
が
あ
る
　メ
ロ
ン
の
網
目
　顔
の
皺
　　　	

山
田
本
町	

奥
田
定
夫
74

借
り
た
本
　友
の
ヘ
ソ
ク
リ
　見
ー
つ
け
た
　　	

西
の
平	

山
口
重
子
75

汽
車
の
旅
　下
車
し
た
女
　気
に
か
か
る
　　	

鹿
　　野	

菅
田
　　稔
76

子
が
く
れ
た
　財
布
は
い
ま
も
　箱
の
中
　　	

東
中
田	

國
井
頼
子
77

香
典
に
　５

（
５
千
円
）か

イ　
　（
１
万
円
）

　
　

チ
ゼ
ロ
で
　迷
う
俺
　　　　	

長
　　町	

加
茂
昭
六
郎
78

愚
息
よ
　猪ち

ょ

と

つ

も

う

し

ん

突
猛
進
　嫁
も
ら
え
　　　　	

長
　　町	

加
茂
昭
六
郎
78

小
金
で
も
　ブ
ラ
ン
ド
財
布
　元
気
く
れ
　　	

鹿
　　野	

鹿
野
恵
子
78

財
布
ど
こ
　緊
急
事
態
　宣
言
に
　　	
茂
庭
台	

高
橋
は
つ
ゑ
78

傘
寿
だ
ね
　賀
状
挨
拶
　同
期
生
　　	
鹿
　　野	

伊
藤
悦
子
79

汁
粉
餅
　３
個
供
え
て
　５
個
食
べ
る
　　	

西
の
平	

石
森
清
子
80

年
と
る
と
　正
月
来
る
の
が
　早
い
事
　　	

泉
　　崎	

菅
原
文
代
80

友
と
飲
む
　合
せ
財
布
の
　頼
り
甲
斐
　　	

鹿
　　野	
伊
藤
勝
雄
80

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
　お
金
の
顔
を
　つ
い
忘
れ
　　	

茂
　　庭	
鹿
又
和
子
80

パ
ン
パ
ン
に
　肥
っ
た
財
布
は
　カ
ー
ド
だ
け
　　	

ひ
よ
り
台	

佐
々
木
利
明
81

初
夢
は
　平
和
な
去
年
の
　お
正
月
　　	

ひ
よ
り
台	

佐
々
木
利
明
81

末
期
高
齢
　つ
く
づ
く
若
さ
　金
よ
り
も
　　	

八
本
松	

南
　　雅
子
81

茶
柱
を
　見
な
が
ら
今
日
の
　予
定
立
つ
　　	

鹿
　　野	

石
川
美
代
子
83

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
　う
な
ぎ
登
り
の
　電
話
料
　　	

東
中
田	

横
尾
千
枝
子
83

穏
や
か
に
　生
き
て
待
ち
た
い
　お
迎
え
バ
ス
　　	

東
中
田	

横
尾
千
枝
子
83

餅
噛
め
る
　感
謝
の
言
葉
　医
に
伝
え
　　	

泉
　　崎	

遠
藤
英
子
84

孫
か
ら
の
　手
作
り
マ
ス
ク
　額
の
中
　　	

あ
す
と
長
町	

大
友
寛
子
84

お
年
玉
　く
れ
る
孫
と
　あ
げ
る
孫
　　	

あ
す
と
長
町	

大
友
寛
子
84

部
屋
の
中
　ど
う
も
ヒ
ミ
ツ
は
　無
理
み
た
い
　　	

袋
　　原	

佐
藤
文
子
86

自
粛
戦
　耐
え
よ
う
コ
ロ
ナ
に
　勝
つ
た
め
に
　　	

富
沢
南	

扇
　　光
男
87

米
寿
来
て
　妻
の
支
え
に
　金
メ
ダ
ル
　　	

富
沢
南	

扇
　　光
男
87

五
・
七
・
五
　こ
れ
の
お
陰
で
　生
き
て
い
る
　　	

茂
庭
台	

石
森
朝
子
88

ネ
ッ
ク
レ
ス
　細
く
て
シ
ワ
が
　隠
せ
な
い
　　　　	

リ
ハ
青
山	

及
川
式
子
88

金
貸
し
た
　ば
か
り
に
友
が
　二
人
減
り
　　	

茂
庭
台	

菅
野
宏
司
89

歳
重
ね
　娘
と
語
ろ
う
　誕
生
日
　　	

鹿
　　野	

二
瓶
よ
し
89

お
年
寄
り
　も
ら
っ
て
嬉
し
い
　紙
パ
ン
ツ
　　	

鹿
　　野	

佐
々
木
昭
男
89

芋
煮
会
　鍋
を
追
い
出
す
　コ
ロ
ナ
か
な
　　	

鹿
　　野	

佐
々
木
昭
男
89

健
康
じ
ゃ
　な
い
と
で
き
な
い
　健
康
法
　　	

あ
す
と
長
町	

天
野
ハ
ル
90

福
袋
　買
っ
た
つ
も
り
で
　貯
金
す
る
　　	

鈎
　　取	

中
村
佐
江
子
91

年
寄
り
は
　貯
金
す
る
よ
り
　貯
筋
で
す
　　	

長
　　町	

千
石
　　巌
92

胴
巻
の
　お
金
が
う
る
お
す
　父
恋
し
　　	

二
ツ
沢	

富
岡
徳
夫
92

百
万
円
　佛
と
共
に
　あ
の
世
ゆ
き
　　	

鹿
　　野	

岩
見
弥
生
92

あ
け
ま
し
て
　後
の
文
句
に
　四
苦
八
苦
　　	

鹿
　　野	

岩
見
弥
生
92

右
左
　尻
あ
げ
体
操
　オ
ナ
ラ
用
　　	

太
長
会
リ
ハ	

久
慈
レ
イ
93

　
宮
　城
　野
　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　み
ん
な
が
思
い
つ
か
な
い
発
想
で

サ
イ
フ
な
ら
　い
く
つ
も
あ
る
が
　中
身
な
し
　　	

鶴
ヶ
谷	

横
田
春
治
67

財
産
は
　妻
が
管
理
で
　ガ
ラ
ス
張
り
　　	

大
　　梶	

佐
藤
信
夫
72

三
食
を
　二
食
に
し
た
ら
　酒
増
え
た
　　	

鶴
ヶ
谷	

越
後
屋
和
男
72

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
　貯
金
箱
が
　泣
い
て
い
る
　　	

萩
野
町	

齋
藤
由
紀
子
72

ほ
く
そ
笑
む
　ふ
と
こ
ろ
ぽ
っ
か
　ぽ
っ
か
ぽ
か
　　	

五
　　輪	

長
谷
川
誠
子
72

お
年
玉
　孫
に
飛
び
込
み
　お
せ
ち
無
し
　　	

鶴
ヶ
谷
東	

澁
谷
　　堯
74

正
月
を
　乗
り
越
え
ひ
と
息
　カ
ラ
財
布
　　	

燕
　　沢	

佐
藤
敏
子
75

よ
う
や
く
孫
　一
人
前
に
　や
れ
や
れ
と
　　	

鶴
ヶ
谷	

上
村
つ
や
子
77

大
掃
除
　一
人
に
や
に
や
　確
認
す
　　	

鶴
ヶ
谷	

菊
地
カ
ツ
子
77

大
掃
除
　あ
の
場
所
死
守
し
　仏
顔
　　	

鶴
ヶ
谷	

菅
原
角
一
79

会
い
た
い
ね
　手
紙
の
最
後
を
　し
め
く
く
り
　　	

東
仙
台	

勝
又
千
恵
子
79

へ
そ
く
り
は
　財
布
の
中
で
　分
け
て
い
る
　　	

榴
　　岡	

新
田
み
ち
子
79

パ
ス
ワ
ー
ド
　忘
れ
ゲ
ー
ム
が
　始
ま
ら
ぬ
　　	

岩
　　切	

村
上
泰
子
80

唄
い
た
い
　も
う
限
界
だ
　ひ
き
こ
も
り
　　	

鶴
ヶ
谷	

岡
本
頴
子
81

年
金
で
　ケ
チ
ケ
チ
や
り
く
り
　長
生
き
し
　　	

大
　　梶	

新
井
和
子
81

年
金
に
　値
上
げ
ボ
ー
ナ
ス
　初
夢
だ
　	

苦
　　竹	

吉
田
征
四
郎
82

傘
寿
で
も
　や
れ
る
嬉
し
さ
　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　　	

福
　　室	

阿
部
栄
一
83

ロ
ー
ン
な
し
　借
金
も
な
し
　日
々
笑
顔
　　	

原
　　町	

今
部
治
朗
83

す
べ
り
台
　登
り
自
慢
気
　笑
む
ひ
孫
　　	

二
の
森	

石
川
勢
津
子
83

認
知
症
　借
り
た
覚
え
は
　な
い
と
言
う
　　　	

苦
　　竹	

太
田
一
義
84

ヘ
ソ
ク
リ
が
　バ
レ
て
ガ
ッ
ク
リ
　婆
ビ
ッ
ク
リ
　　	

平
　　成	

佐
瀬
　　嵩
84

丑
年
は
　牛
歩
で
歩
み
　ケ
セ
ラ
セ
ラ
　　	

新
田
東	

島
崎
途
代
85

ど
こ
だ
っ
け
　へ
そ
く
り
探
す
　妻
の
留
守
　	

鶴
ヶ
谷	

青
木
敏
浩
86

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
　半
値
の
薬
　作
っ
て
ね	

清
水
沼	

浜
野
享
吾
87

帰
省
せ
ず
　「
貯
筋
に
廻
せ
」と
　親
子
テ
レ
　　	

幸
　　町	

齋
藤
美
江
87

孫
来
る
と
　ヘ
ソ
ク
リ
場
所
　ど
こ
だ
っ
け
？
　　　	

松
岡
町	

小
田
中
榮
市
90

金
持
て
ば
　人
気
・
流は

や

り行
に
　興
味
も
ち
　　　　	

大
　　梶	

上
杉
義
弘
90

お
金
と
の
　つ
き
合
い
知
足
　安
分
に
　　　	

鶴
ヶ
谷	

二
郷
徳
夫
90

棒
グ
ラ
フ
　低
く
願
い
し
　手
を
合
わ
せ
　　	

新
　　田	

佐
藤
　　勉
91

あ
き
ら
め
た
　あ
の
世
に
行
っ
た
　貯
め
た
金
　　	

鶴
ヶ
谷	

渡
辺
健
次
郎
92

お
百
度
を
　踏
ん
で
も
歳
は
　戻
ら
な
い
　　　	

福
　　室	

今
野
義
朗
94

　
若
　林
　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　ク
ス
ッ
と
笑
わ
せ
る
、
共
感
さ
せ
る

病
名
の
　ま
く
ら
こ
と
ば
は
　加
齢
性
　　	

五
十
人
町	

大
森
　　晃
64

預
金
み
て
　あ
と
何
年
　生
き
ら
れ
る
　　	

五
十
人
町	

大
森
憲
一
66

借
り
た
金
　コ
ロ
ナ
怖
く
て
　返
せ
な
い
　　	

南
石
切
町	

東
海
林
芳
男
68

月
に
財
布
　金
が
欲
し
い
と
　か
ざ
す
我
　　	

上
飯
田	

鈴
木
ひ
ろ
子
70

孫
つ
か
い
　婆
の
へ
そ
く
り
　あ
ぶ
り
出
す
　　	

沖
　　野	

秋
葉
秀
雄
73

　　　　Ｑ1

シ
ル
バー
川
柳

笑
い
あ
り
涙
あ
り

今
月
の
課
題	

出
費
・
財
布
・
金

貸
し
借
り
・
へ
そ
く
り

投
稿
総
数
２
２
５
通
　
編
集
室
選

　締切  2月10日 （※お手紙＆作品も）

初めての方もご遠慮なく!!
（投句料無料）

ハガキに５句まで書いてお送り下さい。

氏名（フリガナ）は本名で ( ※ペンネームの
方は河出書房新社発行の本には原則掲載不可 )

年齢・住所・電話番号・アンケートの
回答（任意）を明記。※難しい字にはフリガナを

性別が分かりにくいお名前の方は性別もご記入を。

特選の方に 5,000円、秀作の方に 1,000 円のクオカードを
菱光リフト東北（株）様から進呈いたします。

※投稿された川柳の著作権は発行元に帰属します。

【個人情報の取扱について】　読者の皆様の個人情報は当社が責任を持って
管理いたします。尚、プレゼント商品の発送のために、商品提供社へ開示する
ことがございますのでご了承ください。第三者に開示することはございません。

①
う
ち
に
も
あ
り
ま
す
、
な
く
な
る
と
寂
し
い
、
あ
る
と
ウ
ザ
い
記
念
硬
貨
。
手
に
し
た
時
の
ズ
シ
ッ
と
感
が
、
な
ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
。

②
金
目
の
も
の
な
ら
探
す
の
も
必
死
！
家
中
行
っ
た
り
来
た
り
の
三
千
歩
。
結
果
も
知
り
た
く
な
る
一
句
。
③
人
の
為
に
な
れ
た
満
足
感
、

お
金
が
戻
っ
て
く
る
か
ど
う
か
の
緊
張
感
、共
に
長
寿
に
プ
ラ
ス
？
④
記
憶
力
も
衰
え
、他
人
様
の
助
け
も
必
要
と
な
れ
ば
、ガ
ラ
ス
張
り
に
。

［
特
選
］

   

※
菱
光
リ
フ
ト
東
北（
株
）
様
よ
り
特
選
の
方
に
５
０
０
０
円
、
秀
作
の
方
に
１
０
０
０
円
の
ク
オ
カ
ー
ド
を
進
呈

		

［
秀
作
］

Ｑ1  忘れ得ぬ「（社会の）出来事」
　長い人生で特に印象に残っていること
　（戦争、貧困、東京五輪、高度成長、近代化、
　事件、災害、他）　※その理由なども。

Ｑ2  懐かしい風俗、映画、歌、食、等
　子供時代や青春時代に夢中だったもの、
　ファッション、往時の流行、食、ＣＭ、
　親や祖父母がしていた懐かしい風習、等々

ピ
ン
チ
で
も
　記
念
硬
貨
は
　使
え
な
い		

桜
ヶ
丘	

　　
峯
田
紀
久
子
78

「アンケート」にもご協力ください。

我が家の事件 （※下記のアンケート関連でも）

次の課題

※投句は課題、自由、どちらでも結構です。

※義務では
ありません。



令和 3年 2月号（7）

初
売
り
に
　行
か
ぬ
替
わ
り
の
　豪
華
寿
司
　　	

河
原
町	

大
橋
庸
晃
75

義
母
認
知
　へ
そ
く
り
し
た
が
　今
知
ら
ず
　　　　	

古
　　城	

佐
藤
裕
子
76

コ
ロ
ナ
禍
で
　関
所
が
多
く
　出
ら
れ
な
い
　　	

荒
　　井	

清
野
聡
子
77

簡
保
か
ら
　借
り
て
返
し
て
　お
守
り
に
　	

荒
　　井	

小
野
さ
つ
き
77

逝
く
前
に
　コ
ロ
ナ
終
息
　国
分
町
　　	

な
な
い
ろ
の
里	

安
達
　　董
79

解
雇
な
し
　年
金
生
活
　あ
り
が
と
う
　　	

な
な
い
ろ
の
里	

安
達
　　董
79

「
ガ
ン
バ
ル
ね
」　相
棒
の
杖
　に
ぎ
り
し
め
　　	

大
和
町	

佐
藤
紀
子
80

故ふ

る

さ

と郷
の
　白
寿
の
姉
よ
り
　初
電
話
　　	

若
　　林	

柏
崎
英
子
81

コ
ロ
ナ
の
世
　一
人
暮
ら
し
も
　幸
の
う
ち
　　	

若
　　林	

柏
崎
英
子
81

お
年
玉
　子
だ
く
さ
ん
の
　嬉
し
泣
き
　　	

文
化
町	

佐
藤
哲
造
82

お
小
遣
い
　お
や
じ
の
財
布
に
ゃ
　死
語
に
な
り	

文
化
町	

佐
藤
哲
造
82

札
束
を
　数
え
る
よ
ろ
こ
び
　何
処
行
っ
た
　　	

伊
　　在	

早
坂
ひ
ろ
子
82

孫
成
長
　次
々
せ
ま
る
　祝
い
金
　　	

沖
　　野	

矢
口
敬
治
82

神
仏
に
　ス
マ
ホ
か
ざ
し
て
　お
賽
銭
　　	

沖
　　野	

矢
口
敬
治
82

お
取
り
寄
せ
　お
せ
ち
二
日
で
　食
べ
き
っ
た
　　	

河
原
町	

藤
田
陽
子
83

負
担
増
　い
ま
こ
こ
に
来
て
　目
白
押
し
　　	

沖
　　野	

林
　　忠
夫
84

友
が
逝
く
　借
金
未
済
が
　や
り
切
れ
ず
　　	
沖
　　野	

林
　　忠
夫
84

黒
財
布
　桜
を
見
る
会
　開
け
ら
れ
ぬ
　　	
荒
井
東	

庄
司
宗
吉
85

佳
き
こ
と
の
　出
費
老
後
の
　心
意
気
　　	

南
小
泉	

山
岡
京
子
86

み
つ
け
た
よ
　夫
の
臍
く
り
　う
れ
し
い
ね
　　	

文
化
町	

高
橋
知
杏
91

働
き
ま
し
た
　子
が
驚
き
の
　残
高
を
　　	

文
化
町	
狗
飼
艶
子
92

人
並
み
の
　幸
せ
で
い
い
　玉
子
焼
　　	

な
な
い
ろ
の
里	

佐
藤
　　清
93

元
気
だ
よ
　声
張
り
上
げ
る
　電
話
口
　　	

な
な
い
ろ
の
里	

佐
藤
　　清
93

外
孫
の
　喧
嘩
を
銭
で
　釣
り
　さ
ば
き
　　	

大
和
町	

志
鎌
清
治
94

　
泉
　　　　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　言
葉
を
吟
味
し
、
作
品
に
キ
レ
味
を

佳
き
夢
を
　考
え
過
ぎ
て
　眠
ら
れ
ず
　　	

向
陽
台	

髙
橋
え
み
子
70

古
希
の
海
　人
生
行
路
　波
高
し
　　	

将
　　監	

菱
沼
和
枝
71

百
寿
母
　遺
族
年
金
　元
と
っ
た
　　	

南
中
山	

堀
江
喜
代
彦
73

ポ
イ
ン
ト
で
　余
計
に
お
金
　出
て
行
っ
た
　　	

南
中
山	

堀
江
喜
代
彦
73

正
月
に
　み
ん
な
集
ま
れ
　夢
で
も
い
い
よ
　　	

七
北
田	

阿
部
昌
道
73

温
暖
化
　た

（
凍
っ
た
地
面
）

っ
ぺ
・
た

（

つ

ら

ら

）

ろ
ひ
は
　死
語
と
な
り
　　	

南
光
台
東	

星
　　健
輔
74

子
供
か
ら
　小
遣
い
せ
が
ま
れ
　生
活
苦
　　	

南
光
台
東	

星
　　健
輔
74

へ
そ
く
っ
た
　あ
の
世
で
使
え
る
　善
根
を
　　	

将
　　監	

菱
沼
俊
行
74

爺
は
ア
リ
　婆
キ
リ
ギ
リ
ス
　ご
め
ん
ち
ゃ
い
　　	

友
愛
町	

浅
利
桂
子
76

好
き
な
も
の
　紙
の
お
金
が
　一
番
さ
　　	

泉
ヶ
丘	

小
林
　　功
76

さ
あ
行
く
か
　旅
す
る
所
　オ
ン
ラ
イ
ン
　　	

松
　　陵	

髙
橋
勝
見
77

頑
張
る
ぞ
　明
る
く
楽
し
く
　和
む
家
　　	

黒
　　松	

及
川
光
子
77

眉
へ
の
字
　孫
可
愛
さ
に
　お
札
舞
い
　　	

将
　　監	

庄
子
春
吉
77

年
月
で
　味
わ
い
変
わ
る
　愛
読
書
　　	

友
愛
町	

高
橋
典
子
77

十
億
円
　神
に
祈
り
の
　五
円
玉
　　	

長
命
ヶ
丘	

阿
部
　　弘
78

へ
そ
く
り
を
　出
し
切
り
や
っ
と
　　年
を
越
す
　　	

歩
坂
町	

今
野
美
智
子
79

窓
口
で
　倍
額
払
う
　日
が
怖
い
　　	

友
愛
町	

田
村
蒸
治
79

葬
式
代
　貯
め
た
ら
逝
く
か
　今
で
な
く
　　	

友
愛
町	

田
村
蒸
治
79

あ
の
借
り
を
　返
す
す
べ
な
い
　友
あ
の
世
　　	

友
愛
町	

浅
利
勝
志
80

息
子
言
う
　仏
壇
墓
は
　自
前
で
ね
　　	

友
愛
町	

浅
利
勝
志
80

今
カ
ー
ド
　貯
ま
る
暇
な
い
　五
百
玉
　　	

加
　　茂	

佐
藤
ツ
ネ
子
80

ヘ
ソ
ク
リ
も
　言
わ
れ
て
気
付
く
　旧
紙
幣
　　	

友
愛
町	

今
野
幸
男
80

孫
泣
い
た
　ジ
ジ
の
空
財
布
　見
て
泣
い
た
　　	

南
光
台	

山
口
俊
彦
82

今
は
た
だ
　あ
る
だ
け
で
良
い
　ほ
れ
た
顔
　　	

鶴
が
丘	

北
川
茅
佐
子
83

定
年
後
　家
計
支
え
た
　貸
し
農
園
　　	

将
　　監	

大
場
　　敬
83

老
い
る
程
　ヘ
ソ
ク
リ
意
欲
　わ
か
ぬ
婆
　　	

虹
の
丘	

渡
邊
美
奈
子
83

電
子
マ
ネ
ー
　タ
ッ
チ
で
決
済
　チ
ョ
ー
簡
単
　　	

虹
の
丘	

渡
邊
美
奈
子
83

共
稼
ぎ
　全
て
割
り
勘
　ヘ
ソ
ク
リ
無
し
　　	

旭
丘
堤	

熱
海
三
枝
子
85

横
文
字
が
　増
え
て
通
訳
　欲
し
く
な
る
　　	

旭
丘
堤	

熱
海
三
枝
子
85

デ
ジ
タ
ル
化
　自
粛
を
文
字
に
　年
の
く
れ
　　	

向
陽
台	

菅
原
た
ま
子
88

三
十
年
　亡
夫
の
辞
書
に
　支
え
ら
れ
　　	

南
光
台	

木
村
紀
子
91

泣
き
笑
い
　流
る
る
ま
ま
に
　百
歳
迄
　　	

南
光
台	

木
村
紀
子
91

へ
そ
く
っ
た
　亡
妻
の
位
牌
に
　返
し
て
と
　　	

向
陽
台	

宮
坂
　　正
97

貸
し
借
り
の
　無
い
人
生
は
　力
出
ず
　　	

向
陽
台	

宮
坂
　　正
97

　
仙
台
市
以
外
　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　少
し
時
間
を
置
い
て
か
ら
修
正
す
る

断
捨
離
で
　聖
徳
太
子
に
　ご
対
面
　　	

塩
釜
市	

佐
藤
勝
美
64

ど
こ
だ
っ
け
　見
つ
け
て
く
れ
り
ゃ
　二
割
や
る
　　	

塩
釜
市	

髙
橋
永
喜
66

入
選
し
　コ
ロ
ナ
免
疫
　で
き
た
よ
う
　　	

茨
城
県	

櫻
井
康
雄
66

あ
あ
ま
る
で
　二
度
目
の
人
生
　新
職
場
　　	

茨
城
県	

櫻
井
康
雄
66

元
旦
に
　川
柳
つ
づ
る
　幸
せ
や
　　	

大
崎
市	

阿
部
澄
江
67

厚
財
布
　コ
ロ
ナ
の
お
か
げ
　大
晦
日
　　	

富
谷
市	

松
元
ゆ
り
子
67

金
が
飛
ぶ
　俺
も
我
が
家
も
　老
化
増
し	

長
崎
市	

中
田
利
幸
68

働
く
ぞ
！
　長
生
き
も
出
来
　金
も
入
り	

長
崎
市	

中
田
利
幸
68

古
財
布
　金
が
貯
ま
ら
ず
　新
品
に
　　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

千
葉
幸
規
69

父
ち
ゃ
ん
の
　プ
チ
徘
徊
に
　苦
戦
中
　　	

岡
山
県	

波
多
野
旬
子
69

香
典
と
　七
五
三
に
て
　財
布
ヤ
セ
　　	

柴
田
町	

村
上
し
づ
え
70

川
柳
で
　コ
ロ
ナ
野
郎
を
　投
げ
飛
ば
す
　　	

千
葉
県	

山
田
　　明
70

出
不
精
が
　自
粛
し
て
る
と
　誉
め
ら
れ
る
　　	

千
葉
県	

山
田
　　明
70

全
財
産
　お
口
に
あ
り
ま
す
　金
歯
で
す
　　	

白
　　石	

星
　　　　明
71

延
ば
し
た
ら
　天
に
も
昇
る
　顔
の
シ
ワ
　　	

北
九
州
市	

川
添
雅
子
71

縮
む
背
に
　臆
せ
ず
伸
び
る
　足
の
爪
　　	

北
九
州
市	

川
添
雅
子
71

差
し
歯
代
　値
段
を
聞
い
て
　歯
が
立
た
ず
　　	

千
葉
県	

手
嶋
　　実
71

金う

ん運
上
が
る
　財
布
高
価
で
　ス
ッ
カ
ラ
カ
ン	

大
衡
村	

瀬
戸
睦
子
72

買
い
物
へ
　婆
頭ず

だ

ぶ

く

ろ

陀
袋
　娘こ	

ス
マ
ホ
だ
け	

大
衡
村	

瀬
戸
睦
子
72

歯
が
抜
け
て
　負
け
じ
と
抜
け
る
　頭
の
毛
　　	

北
九
州
市	

川
添
賢
次
72

半
世
紀
　生
き
て
丸
ご
と
　反
省
期
　　	

北
九
州
市	

川
添
賢
次
72

筆
が
立
ち
　全
て
手
書
き
の
　賀
状
か
な
　　	

多
賀
城
市	

菅
野
孝
司
73

夜
泣
き
す
る
　犬
に
付
き
添
い
　寝
不
足
に
　　	
岩
沼
市	

及
川
た
い
子
73

あ
あ
ー
や
っ
ぱ
り
　あ
な
た
に
負
け
て
　買
っ
ち
ゃ
っ
た	
岩
沼
市	

小
野
寺
み
つ
子
74

金
運
の
　財
布
を
買
っ
て
　夢
描
く
　　	

東
京
都	

藤
田
　　孝
74

ユ
ー
モ
ア
で
　尖
っ
た
冬
の
　座
が
和
む
　　	

愛
知
県	
小
林
和
喜
子
75

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
　届
い
て
わ
か
る
　誇
大
さ
に
　　	

村
田
町	
小
関
美
枝
子
75

孫
達
と
　ば
ぁ
ば
も
手
出
す
　お
年
玉
　　	

富
谷
市	
菅
原
育
子
75

夢
の
中
　コ
ロ
ナ
収
束
　拝
ん
で
る
　　	

村
田
町	

鈴
木
昌
子
76

ラ
ッ
キ
ー
カ
ラ
ー
の
　財
布
ク
ジ
に
は
　効
か
な
い
よ
　七
ヶ
浜
町	

佐
々
木
稔
77

実
兄
で
も
　金
の
貸
し
借
り
　借
用
書
　　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

佐
藤
京
子
77

御お

せ

ち節
に
は
　好
き
な
物
が
　無
く
な
っ
た
　　	

千
葉
県	

渡
辺
正
思
77

年
金
の
　気
楽
さ
ア
ダ
か
　嫁
ボ
ケ
る
　　	

北
九
州
市	

田
村
正
實
78

へ
そ
く
り
を
　車
に
か
く
す
も
　孫
見
っ
け
　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

三
浦
敏
郎
79

雪
か
き
で
　腰
伸
ば
す
妻
　う
つ
く
し
い
　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

三
浦
敏
郎
79

引
っ
越
し
で
　消
え
て
し
ま
っ
た
　葬
儀
代
　　	

名
取
市	

坂
部
宏
子
80

惜
し
ま
ず
に
　国
税
使
っ
て
　コ
ロ
ナ
撃
て
！
　　	

名
取
市	

坂
部
宏
子
80

ジ
ジ
入
れ
歯
　先
が
な
い
の
に
　金
か
け
る
　　	

名
取
市	

米
倉
和
子
80

医
者
通
い
　で
き
る
私
は
　ま
だ
元
気	

名
古
屋
市	

埴
崎
八
重
子
80

こ
れ
欲
し
い
　孫
に
ね
だ
ら
れ
　ゆ
る
む
ヒ
モ
　　	

村
田
町	

小
関
　　恭
80

円
満
の
　秘
訣
は
す
べ
て
　イ
エ
ス
マ
ン	

カ
ナ
ダ	

狩
野
牧
男
80

マ
ス
ク
し
て
　妻
の
小
言
に
　舌
を
出
し	

カ
ナ
ダ	

狩
野
牧
男
80

な
つ
か
し
い
　に
ぎ
わ
い
楽
し
　今
ひ
と
り
　　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

千
葉
好
子
81

た
ん
ま
り
と
　へ
そ
く
り
貯
め
て
　黄
泉
の
国
　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

菅
野
悦
子
83

正
月
や
　お
と
そ
一
杯
　目
が
回
る
　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

菅
野
悦
子
83

も
う
金
に
　困
ら
な
い
な
ら
　何
を
す
る
　　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

梅
田
真
繁
83

あ
る
意
味
で
　脱
い
だ
ら
ス
ゴ
イ
　う
ち
の
妻
　　　	ひ
ま
わ
り
デ
イ	

梅
田
真
繁
83

断
捨
離
で
　ヘ
ソ
ク
リ
オ
ー
プ
ン
　初
笑
い
　　	

富
谷
市	

髙
橋
義
雄
83

安
月
給
　な
れ
て
い
た
か
ら
　耐
え
ら
れ
た
　　	

村
田
町	

小
原
秋
子
83

孫
帰
省
　出
費
も
楽
し
　金
下
ろ
し
　　	

福
岡
県	

荒
尾
一
之
84

返
納
し
　子
の
運
転
で
　大
い
び
き
　　	

福
岡
県	

荒
尾
一
之
84

断
捨
離
中
　物
は
買
わ
ず
に
　借
り
と
す
る	

富
谷
市	

門
馬
　　旭
87

借
用
書
　譲
り
合
っ
て
る
　形
見
分
け	

富
谷
市	

門
馬
　　旭
87

せ
め
て
も
の
　初
夢
ぐ
ら
い
　良
い
夢
を
　　	

大
阪
府	

大
須
賀
博
88

後
五
日
　小
銭
で
暮
ら
す
　慣
れ
ま
し
た
　　	

大
阪
府	

大
須
賀
博
88

孫
、
曾
孫
　年
々
増
え
る
　お
年
玉
　　	

千
葉
県	

木
下
昭
二
93

眼
と
眼
と
で
　合
図
し
た
亡
夫
　も
う
一
度
　　　　ひ
ま
わ
り
デ
イ	

眞
野
昭
子
94

介
護
二
が
　支
援
一
か
ら
　介
護
さ
れ	

岡
山
県	

波
多
野
安
子
96

つ
か
ま
え
ら
れ
　日
向
ぼ
っ
こ
と
　長
ば
な
し	

岡
山
県	

波
多
野
安
子
96

《
ち
ば
編
集
長
よ
り
》

▼
読
者
の
児
玉
悟
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
い
た『
替
え
歌
』、
と
て
も
好
評
で

す
。「
こ
れ
は
い
い
」と
思
っ
た
読
者
の

方
々
が
、
多
く
の
方
へ
伝
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
見
事
な
連
係
プ
レ
ー
、

つ
く
づ
く
素
晴
ら
し
い
読
者
に
恵
ま
れ

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
も
ぜ
ひ
、
広
め
て
頂
け
れ
ば
。

▼
友
だ
ち
思
い
の
読
者
も
多
い
よ
う

で
、
そ
ん
な
お
便
り
を
２
つ
ご
紹
介
。

「
と
に
か
く
暇
な
も
の
で
す
か
ら
、
つ

い
つ
い『
今
、
何
し
て
る
？
』『
生
存
確

認
』と
、
く
だ
ら
な
い
長
電
話
ば
か
り
。

ス
マ
ホ
の
電
話
代
っ
て
高
い
で
す
ね
」

（
83
歳
の
女
性
）。「
友
の
葬
式
を
５
泊

し
て
手
伝
い
、
そ
の
後
、
ギ
ッ
ク
リ
腰
。

別
の
友
か
ら
年
齢
を
考
え
な
さ
い
と
叱

ら
れ
ま
し
た
が
、
私
の
天
然
は
治
り
ま

せ
ん
」（
92
歳
の
女
性
）。
お
金
も
身
体

も
大
切
で
す
け
れ
ど
、
絆
も
大
切
で
す

ね
。
ケ
セ
ラ
セ
ラ
で
、天
然
万
歳
！（
笑
）

▼
［
訂
正
］先
月
号
の
川
柳
投
稿
数
は

２
２
８
通
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。スポンサーの皆様、広告のご掲載、ありがとうございました。

読者の皆様、ぜひ広告欄もご活用くださいませ。

シルバーネットの発行に伴う経費は、広告掲載料と寄付金で賄っております。

次の方々からご寄付をいただきました。ありがとうございます。

久慈レイ様、宇南山礼子様
高橋知杏様、髙橋スマノ様

振込先：ゆうちょ銀行 02200-1-41603 みやぎシルバーネット

法楽寺大師山
〒981-3624　大和町宮床字兎野１－１１－１

ＦＡＸ022（346）2107ホームページ
☎022（346）2106
大師山法楽寺 検索

お問い合わせ・資料請求 ご葬儀などの

詳しいことは

お問い合わせください

七ツ森を望む宮床で…。七ツ森を望む宮床で…。

共同墓（合祀）

     万円から

他にタイプは豊富！

共同墓（合祀）

     万円から

他にタイプは豊富！
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スッキリ解決へ！老後の 不安 

18

１ 

認
知
症
の
不
安

認
知
症
、
な
り
た
く
は
な
い
で
す
が
、「
自
然
な

こ
と
」と
思
え
て
く
る
と
良
い
で
す
ね
。
長
生
き

す
れ
ば
、
誰
も
が
い
ず
れ
は
な
る
の
で
す
か
ら
…
。

行
方
不
明
や
事
件
・
事
故
の
心
配

　認
知
症
の
患
者
が
２
０
２
５
年
に
は
全
国
で

７
０
０
万
人
を
越
え
、
仙
台
市
で
も
６
万
人
ほ

ど
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　認
知
症
の
方
の
半
分
ほ
ど
は
在
宅
で
生
活
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
孤
立
化
や
ゴ
ミ
屋
敷
化

な
ど
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　買
い
物
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
た
店
や
自
宅

の
場
所
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
通
い
慣
れ

て
い
る
は
ず
の
公
共
施
設
で「
帰
り
方
が
分
か

ら
な
い
」と
職
員
に
訴
え
た
り
…
。

　認
知
症
が
原
因
で
行
方
不
明
に
な
る
方

は
、
警
察
に
届
け
出
が
あ
っ
た
も
の
だ
け
で

２
０
１
８
年
に
１
万
６
９
２
７
人（
こ
の
う
ち

18
年
中
に
所
在
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
は

１
９
７
人
）。
６
年
連
続
で
最
多
を
更
新
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
要
ら
な
い
物
を
買
わ
さ
れ
た

り
契
約
さ
せ
ら
れ
た
り
と
い
っ
た
、
消
費
者
被

害
に
遭
う
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

　認
知
症
の
方
が
関
係
す
る
事
故
や
事
件
も
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
、
列
車
事
故
は

も
ち
ろ
ん
、万
引
き
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

万
引
き
の
責
任
を
本
人
に
問
え
る
の
か
？

　問

え
な
い
の
で
あ
れ
ば
家
族
が
問
わ
れ
る
の
か
？

家
族
が
付
き
っ
切
り
で
見
守
る
と
い
う
の
も
、

限
界
が
あ
り
ま
す
。
本
人
や
家
族
へ
の
法
的
責

任
ば
か
り
が
追
求
さ
れ
た
の
で
は
、
た
ま
っ
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　一
方
、
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
市
民
が
高
額

賠
償
を
求
め
ら
れ
た
際
に
自
治
体
が
救
済
す
る

制
度
も
始
ま
っ
て
お
り
、
神
奈
川
県
大
和
市
で

は
上
限
保
障
額
３
億
円
、
そ
の
他
の
地
域
で
も

救
済
制
度
を
導
入
す
る
自
治
体
が
増
え
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

認
知
症
へ
の
理
解
は
ま
だ
ま
だ
…

　認
知
症
に
対
す
る
理
解
も
ま
だ
ま
だ
、
と
い
っ

た
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
あ
る
仙
台
市
内
の

介
護
経
験
者
の
Ａ
さ
ん
は「
こ
れ
だ
け
認
知
症
の

方
が
増
え
て
い
る
の
に
、
家
族
が
認
知
症
に
な
っ

て
も
近
所
の
人
に
も
言
え
な
い
。
同
じ
悩
み
を

持
っ
た
友
人
に
し
か
話
せ
な
い
と
い
う
の
が
現

状
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　施
設
の
受
入
体
制
や
情
報
公
開
に
も
改
善
余

地
が
あ
り
そ
う
で
す
。「
特
養
に
入
れ
た
も
の
の
、

認
知
症
が
進
む
と『
う
ち
で
は
無
理
』と
言
わ
れ

て
精
神
病
院
に
移
さ
れ
、
精
神
病
院
で
体
調
を

崩
し
て
病
院
に
入
院
、
拘
束
さ
れ
て
体
力
が
落

ち
て
、
ま
た
戻
さ
れ
て
精
神
病
院
を
転
々
と
し

た
と
い
う
悲
し
い
話
し
も
あ
り
ま
す
。
施
設
の

人
も
認
知
症
の
こ
と
を
学
ん
で
い
る
は
ず
な
の

に
、
対
応
で
き
な
い
施
設
や
病
院
が
あ
る
と
い

う
の
が
現
実
。
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
な
ら
施
設
に
関

す
る
情
報
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
良

い
ケ
ア
マ
ネ
を
選
ぶ
術
も
無
い
…
」（
Ａ
さ
ん
）

認知症の人数
高齢者に占める割合 認

知
症
の
時
代

認
知
症
の
時
代

２
０
２
５
年
、
７
０
０
万
人
！

２
０
２
５
年
、
７
０
０
万
人
！
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15％

462

2012 2015 2020 2025 2030 2040 2050 2060 年

525 631
730 830

953
1,016

1,15416％
18％
20.6％

23.2％

25.4％
27.8％

34.3％

（万人）

※各年齢の認知症有病率が上昇する場合の将来推計

　出典：認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）

　〜認知症高齢者等にやさしい地域づくりに向けて〜
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自
分
に
ピ
ッ
タ
リ
な
お
墓
が
…

　次
々
と
見
学
者
が
訪
れ
て
い
た
の
は
、

２
０
１
５
年
に
誕
生
し
た
松
島
樹
木
葬
。
植
栽

さ
れ
た
木
々
の
中
に
プ
レ
ー
ト
状
の
墓
標
が
並

ぶ
ガ
ー
デ
ン
風
の
墓
地
。
縦
横
30
セ
ン
チ
ほ
ど

の
墓
標
に
は
、
花
や
動
物
の
イ
ラ
ス
ト
、
遺
影
、

震
災
で
失
わ
れ
た
故
郷
の
航
空
写
真
な
ど
、
想

い
の
詰
ま
っ
た
も
の
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
お
手
頃
な
価
格
も
人
気
の
理
由
。
墓
地
に

　団
塊
の
世
代
が
70
歳
を
越
し
て
お
墓
に
関
心

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
お
墓
事
情
は
い
っ
そ
う

激
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。「
子
や
孫
に
負
担
を

か
け
た
く
な
い
。
継
承
者
が
い
な
い
。
お
墓

は
シ
ン
プ
ル
で
良
い
」と
い
っ
た
方
が
増
え
て

い
る
の
で
す
。
一
方
で
改
葬（
墓
じ
ま
い
）の
数

が
年
間
10
万
件
を
突
破（
２
０
１
７
年
）す
る
中
、

新
し
い
タ
イ
プ
の
お
墓
や
供
養
法
が
誕
生
。
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
や
考
え
方
に
、
対
応
し
て
い
こ

う
と
い
う
努
力
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

は
洗
練
さ
れ
た
美
し
さ
を
求
め
、
区
画
に
大
き

さ
は
求
め
ず
、
墓
標
に
は
工
夫
を
凝
ら
す
と
い

う
の
が
今
の
３
大
ト
レ
ン
ド
。
購
入
者
の
ハ
ー

ト
を
つ
か
め
た
、
成
功
例
と
言
え
そ
う
で
す
。

　継
承
者
は
い
な
い
け
ど
、
お
墓
は
持
ち
た
い

と
い
う
方
も
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
に
ス
タ
ー

ト
し
た『
墓
託
』は
、
み
や
ぎ
霊
園
に
建
て
た
お
墓

を
使
用
者
に
代
わ
っ
て
最
長
30
年
ま
で
霊
園
が

管
理
。
期
間
満
了
後
は
墓
石
を
解
体
整
理
し
て
、

遺
骨
は
園
内
の
永
代
供
養
墓
に
合
祀
改
葬
し
て

く
れ
る
と
い
う
も
の
。
お
墓
を
持
ち
た
い
と
い

う
夢
を
継
承
者
が
居
な
く
て
も
叶
え
る
こ
と
が

で
き
る
画
期
的
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
問
合
せ
が

年
間
３
０
０
件
以
上
も
あ
る
な
ど
、
大
き
な
関

心
を
集
め
て
い
ま
す
。

少
子
化
で
激
変
す
る
お
墓

少
子
化
で
激
変
す
る
お
墓

夏のある日、次々と見学者が訪れていたのは、

夏のある日、次々と見学者が訪れていたのは、2015年に誕生した松島樹木葬。植栽された木々の

2015年に誕生した松島樹木葬。植栽された木々の中にプレート状の墓標が並ぶガーデン風の墓地。

中にプレート状の墓標が並ぶガーデン風の墓地。縦横30センチほどの墓標には、花のイラスト、遺

縦横30センチほどの墓標には、花のイラスト、遺影、手形等、デザインに凝ったものが目立ちます。

影、手形等、デザインに凝ったものが目立ちます。

県内では唯一の『都市型納骨堂』として、2013年

県内では唯一の『都市型納骨堂』として、2013年に開館した仙臺納骨堂。昨年、購入された方は

に開館した仙臺納骨堂。昨年、購入された方は一昨年の1・3倍。見学に来られる方の約3割は

一昨年の1・3倍。見学に来られる方の約3割は墓じまいを意識している方。「お参りに来る方

墓じまいを意識している方。「お参りに来る方の頻度は高く、毎日来られる方もいます。」と納

の頻度は高く、毎日来られる方もいます。」と納骨堂の方。天候に左右されず手ぶらでＯＫの行

骨堂の方。天候に左右されず手ぶらでＯＫの行きやすさは、お参りの頻度にも影響しています。

きやすさは、お参りの頻度にも影響しています。

2015年に誕生した『有期限墓地』は、一般墓地と

2015年に誕生した『有期限墓地』は、一般墓地と同じようにお参りすることができ、希望した使

同じようにお参りすることができ、希望した使用期間を過ぎると永代供養墓へ改葬してもらえ

用期間を過ぎると永代供養墓へ改葬してもらえる“墓じまい付きの墓地”。40区画は直ぐに完売、

る“墓じまい付きの墓地”。40区画は直ぐに完売、その後、この墓地をモデルにしたと思われるも

その後、この墓地をモデルにしたと思われるものが全国各地に誕生。自治体からの視察も多い

のが全国各地に誕生。自治体からの視察も多いそうです。現在は第四期の貸し出しを実施中。

そうです。現在は第四期の貸し出しを実施中。

仏壇の下のスペースに遺骨
仏壇の下のスペースに遺骨を入れられるため、夫婦が
を入れられるため、夫婦が一緒にお墓に入るまで遺骨
一緒にお墓に入るまで遺骨を安置しておく方、「お墓は
を安置しておく方、「お墓はいらない、これで充分」とい
いらない、これで充分」という方も(写真左）。狭い部屋に
う方も(写真左）。狭い部屋にも置ける、コンパクトで引
も置ける、コンパクトで引き戸タイプの仏壇（写真上）
き戸タイプの仏壇（写真上）撮影協力：(株)ごんきや多賀城店
撮影協力：(株)ごんきや多賀城店

２
０
年
で
激
変
し
た
お
墓
事
情

　20
年
前
の
20
世
紀
末
、
見
ず
知
ら
ず
の
方
々

と
一
緒
に
埋
葬
さ
れ
る
共
同
墓
に
は
抵
抗
を
感

じ
る
と
い
う
方
が
大
半
で
し
た
が
、
今
は
共
同

墓
が
大
人
気
。
散
骨
や
手
元
供
養
も
珍
し
い
も

の
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
お
墓
な
し
の
考

え
方
も
、
受
け
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
子
や
孫
に
負
担
を
か
け
な
い
と

い
う
こ
と
も
大
事
な
こ
と
で
す
が
、
御
先
祖
様

を
大
切
に
す
る
こ
と
は
尊
い
守
る
べ
き
も
の
。

何
も
か
も
が
変
わ
っ
て
行
く
世
の
中
で
、
新
た

な
求
め
に
応
え
ら
れ
る
お
墓
、
サ
ー
ビ
ス
、
仏

具
等
が
必
要
と
さ
れ
、生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

供
養
の
行
い
方
は
、
変
わ
っ
て
い
く
の
で
す
。

３ 

お
墓
の
不
安

今
日
の
日
本
で
、
最
も
変
化
が
激
し
い
も
の
の
一

つ
が
お
墓
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ビ
ル
の
中
に

あ
る
お
墓
、「
お
墓
は
要
ら
な
い
」と
い
う
方
ま
で
。
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　家
の
中
の
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
や
急
な
階
段

と
か
が
、
高
齢
に
な
る
と“
宿
敵
”に
見
え
て
き

た
り
し
ま
す
ね
。
驚
く
こ
と
に
家
庭
内
の
不
慮

の
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
、
交
通
事
故
の
約
２
・

４
倍
。
高
齢
者
は
溺
死
な
ど
の
風
呂
で
の
事
故

が
最
多
と
な
る
な
ど
、
家
の
中
と
言
え
ど
も
安

全
で
は
な
い
の
で
す
。

　そ
う
し
た
住
ま
い
の
バ
リ
ア（
段
差
等
の
障

害
）と
ど
う
折
り
合
う
か
と
か
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
自
宅
に
住
み
続
け
ら
れ
る
の
か
、
老
人
ホ
ー

ム
に
入
居
す
る
上
で
の
資
金
面
の
不
安
な
ど
を

感
じ
て
い
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
小
紙
読
者

の
皆
さ
ん
も
、
身
の
置
き
場
所
に
不
安
を
抱
く

方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

●
年
齢
的
に
は
、
い
つ
何
が
起
き
て
も
不
思
議

で
は
無
い
。
一
人
暮
ら
し
で
す
が
、
ケ
セ
ラ
セ

ラ
の
心
境
に
は
な
れ
な
い
。
認
知
症
に
な
っ
た

ら
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
り
た
い
。（
男
性
76
）

●
不
安
。
特
に
同
居
の
娘
と
意
見
が
合
わ
な
い

時
。（
男
性
85
）

●
老
妻
と
二
人
の
暮
ら
し
、
色
々
な
非
常
事
態

が
発
生
し
た
時
、
不
安
は
一
杯
あ
る
」（
男
性
87
）

●
親
類
も
少
な
く
、
妻
よ
り
早
く
死
ぬ
し
か
な

い
。（
男
性
70
）

●
い
ず
れ
は
施
設
に
と
思
っ
て
い
る
が
、
年
金

だ
け
で
は
入
れ
な
い
。（
男
性
64
）

●
施
設
も
い
っ
ぱ
い
。
下
流
老
人
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
は
ど
う
し
よ
う
。（
女
性
73
）

●
一
人
娘
は
長
男
の
嫁
で
頼
れ
な
い
。
施
設
入

居
に
備
え
た
貯
蓄
も
年
金
で
は
不
安
。（
女
性
67
）

●
家
族
の
中
で
浮
い
て
い
て
不
安
。（
女
性
75
）

※『
身
の
置
き
場
所
に
不
安
が
あ
り
ま
す
か
』と

い
う
小
紙
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
。

高
齢
者
の
住
ま
い
探
し
は

複
雑
な
ケ
ー
ス
が
増
加
傾
向

　い
ざ
転
居
！
と
な
れ
ば
、
住
ま
い
探
し
は
ス

ム
ー
ズ
に
行
か
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

老
人
ホ
ー
ム
等
の
紹
介
で
実
績
の
あ
る
ウ
チ
シ

ル
ベ
の
鈴
木
大
樹
さ
ん
は「
２
０
１
８
年
の
住

ま
い
に
関
す
る
相
談
の
う
ち
、
約
１
割
が
保
証

人
な
し
と
い
う
方
か
ら
。
お
子
さ
ん
が
居
な
い
、

居
て
も
疎
遠
、
関
係
性
が
悪
い
と
い
う
ケ
ー
ス

が
多
い
で
す
。
そ
の
う
ち
約
半
分
は
一
般
の
ア

パ
ー
ト
を
希
望
。
高
齢
者
の
住
ま
い
探
し
は
家

族
間
の
問
題
、
収
入
の
問
題
、
身
体
の
問
題
等
々
、

多
様
化
し
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　残
念
な
が
ら
、
高
齢
者
、
そ
れ
も
一
人
暮
ら

し
と
な
る
と
、
ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
も
難
し
く

な
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
孤
独
死
の
不
安
が
あ

る
か
ら
。
万
一
の
こ
と
が
現
実
に
起
き
れ
ば
、

後
片
付
け
や
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
な
ど
を
大
家
や

管
理
会
社
が
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
か
ら
で
す
。

加
え
て
保
証
人
が
居
な
い
方
や
生
活
保
護
を
受

給
し
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、
住
ま
い
探
し
は
い
っ

そ
う
厳
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　住
ま
い
に
関
す
る
不
安

　住
ま
い
に
関
す
る
不
安

を
漠
然
と
抱
い
て
い
た

を
漠
然
と
抱
い
て
い
た

り
、
既
に
我
慢
の
暮
ら
し

り
、
既
に
我
慢
の
暮
ら
し

を
強
い
ら
れ
て
い
る
高
齢

を
強
い
ら
れ
て
い
る
高
齢

者
が
増
え
て
い
ま
す
。

者
が
増
え
て
い
ま
す
。

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
？

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
？

認
知
症
に
な
っ
た
ら
？

認
知
症
に
な
っ
た
ら
？  

リ
フ
ォ
ー
ム
を
決
断
で
き

リ
フ
ォ
ー
ム
を
決
断
で
き

な
い
、
子
供
と
は
微
妙
な

な
い
、
子
供
と
は
微
妙
な

関
係
…
。

関
係
…
。

　高
齢
者
の
住
ま
い
で
心

　高
齢
者
の
住
ま
い
で
心

配
さ
れ
る
こ
と
や
、
新
た

配
さ
れ
る
こ
と
や
、
新
た

な
動
き
を
取
材
し
て
き
ま

な
動
き
を
取
材
し
て
き
ま

し
た
。

し
た
。

ピ
ン
チ
を
救
え
！

ピ
ン
チ
を
救
え
！

高
齢
者

高
齢
者
のの
住
ま
い

住
ま
い

大家の入居拒否感大家の入居拒否感
家賃滞納、孤独死、事故、騒音等への不安から、家賃滞納、孤独死、事故、騒音等への不安から、
住宅確保要配慮者に対して大家は拒否感を抱いています。住宅確保要配慮者に対して大家は拒否感を抱いています。

Ｈ26  民間調査

単身の高齢者 65％

生活保護受給者 60％

高齢者のみの世帯 55％

ひとり親世帯　　　14％

２ 

住
ま
い
の
不
安

老
人
ホ
ー
ム
に
入
り
た
い
け
れ
ど
、
選
び
方
が

難
し
そ
う
。
移
っ
た
ら
我
が
家
は
空
き
家
に
？

ア
パ
ー
ト
も
良
い
け
ど
、
高
齢
者
で
も
Ｏ
Ｋ
？

60

『
家
族
葬
』は
全
体
の
４
割
へ

　規
模
の
縮
小
傾
向
も
続
い
て
い
て
、『
家
族
葬
』

と
呼
ば
れ
る
主
に
近
親
者
の
み
で
行
う
葬
儀
が

着
実
に
増
加（
最
近
は
全
体
の
約
３
〜
４
割
）。
葬

儀
費
用
も
下
が
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
超
高
齢

社
会
と
な
り
、
参
列
者
が
減
っ
て
い
る
こ
と
も

規
模
の
縮
小
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　た
だ
し
、
家
族
葬
と
い
う
言
葉
が
一
人
歩
き

し
て
い
る
面
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
実
は
家
族

　お
別
れ
の
カ
タ
チ
が
、
さ
ら
に
い
っ
そ
う
の

猛
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
象
徴

的
な
こ
と
が
、
お
葬
式
の
個
人
化
。
数
年
ほ
ど

前
ま
で
な
ら
、
○
○
家
で
出
す
葬
儀
と
い
う
も

の
が
主
流
で
し
た
が
、
最
近
は
○
○
○
○（
故
人

の
名
前
）で
の
葬
儀
と
い
う
も
の
が
増
え
て
い
ま

す
。
家
と
い
う
存
在
が
薄
れ
た
り
、
独
身
を
貫

く“
お
ひ
と
り
様
”が
増
え
て
い
る
こ
と
が
そ
の

要
因
。
ま
だ
ま
だ
主
流
と
ま
で
は
い
か
な
い
も

の
の
、
確
実
に
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

葬
と
言
っ
て
も
、
数
人
の
家
族
葬
も
あ
れ
ば
、

１
０
０
人
ほ
ど
の
家
族
葬
も
あ
り
ま
す
。
お
友

達
や
ご
近
所
で
お
付
き
合
い
の
あ
っ
た
方
な
ど

は「
家
族
葬
だ
か
ら
行
け
な
い
」と
思
い
が
ち
で

す
が
、
参
列
し
て
も
構
わ
な
い
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
誤
解
も
あ
っ
て
、
葬
儀
に

参
列
し
な
か
っ
た
方
々
の
弔
問
が
後
を
絶
た
な

い
、
と
い
う
こ
と
も
起
き
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　お
墓
は
要
ら
な
い
と
い
う
方
も
増
加
。
東
京

で
は
船
が
毎
日
出
航
し
て
い
る『
海
洋
散
骨
』で

す
が
、
県
内
で
も
松
島
湾
外
で
散
骨
を
さ
れ
る

方
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
親
し
い
方

を
呼
び
、
船
の
上
で
の
散
骨
そ
の
も
の
が
お
葬

式（
儀
式
）の
代
わ
り
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

進
む
お
葬
式
の

進
む
お
葬
式
の
““個
人
化

個
人
化
””

葬儀は全体にシンプルになる傾向にあります

葬儀は全体にシンプルになる傾向にあります

が、祭壇に飾る花や音楽に凝るなど、その人ら

が、祭壇に飾る花や音楽に凝るなど、その人ら

しさ、こだわりを大切にする方も増えています

しさ、こだわりを大切にする方も増えています

ホテルを使った『お別れの会』も増えています。

ホテルを使った『お別れの会』も増えています。

遺影を花で飾り、食事をしながら、歌ったり踊っ

遺影を花で飾り、食事をしながら、歌ったり踊っ

たり映像を流したり内容は自由に思い出深く…

たり映像を流したり内容は自由に思い出深く…

松島湾から出航する『海洋散骨』の船。（株）ごん

松島湾から出航する『海洋散骨』の船。（株）ごん

きやの海洋散骨は、プランが３つ。①チャーター

きやの海洋散骨は、プランが３つ。①チャーター

散骨プラン32万円（税別）、②合同散骨会プラン

散骨プラン32万円（税別）、②合同散骨会プラン

18万円（同）、③お預かり散骨プラン7.5万円（同）

18万円（同）、③お預かり散骨プラン7.5万円（同）

『
お
別
れ
の
会
』『
直
葬
』も
増
加

　芸
能
人
が
亡
く
な
る
と
最
近
よ
く
行
っ
て
い

る
の
が『
お
別
れ
会
形
式
の
葬
儀
』。
宗
教
儀
礼
は

家
族（
身
内
）だ
け
で
行
い
、
別
途
、
別
の
場
所
で

お
別
れ
会
を
開
く
と
い
う
も
の
で
す
が
、
一
般

の
方
々
の
間
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ホ

テ
ル
を
会
場
に
会
費
制
に
し
て
食
事
を
し
な
が

ら
弔
辞
を
読
ん
で
も
ら
っ
た
り
、
映
像
を
流
し

た
り
と
自
由
な
ス
タ
イ
ル
で
見
送
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　お
坊
さ
ん
を
呼
ば
な
い『
無
宗
教
の
葬
式（
お

別
れ
の
会
）』も
増
え
て
い
ま
す
。「
そ
う
し
た
葬

儀
を
や
る
方
は
、
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
て
い
る
方
。

自
分
の
最
後
の
儀
式
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
き
て
、

し
っ
か
り
し
た
考
え
を
持
っ
て
、
子
供
や
配
偶

者
に
ち
ゃ
ん
と
話
し
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
諸
々

の
問
題
は
葬
儀
社
と
相
談
し
な
が
ら
、
ク
リ
ア

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
」（
葬
儀
社
の
担
当
者
）

　通
夜
や
葬
儀
・
告
別
式
を
省
略
し
て
、
火
葬

の
み
を
執
り
行
う『
直
葬
』も
増
加
傾
向
。今
後
は
、

お
ひ
と
り
様
の
お
葬
式
が
さ
ら
に
増
え
て
行
く

こ
と
で
し
ょ
う
。
葬
儀
は
ま
だ
ま
だ
、
変
化
の

途
中
に
あ
る
と
言
え
そ
う
で
す
。

　し
か
し
一
方
で
、
多
く
の
方
は
お
葬
式
と
な

る
と
昔
の
慣
習
で
動
い
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

現
代
と
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
疑
問

を
感
じ
つ
つ
も
…
。

４ 

葬
儀
の
不
安

家
族
葬
が
当
た
り
前
と
な
り
、
お
坊
さ
ん
を
呼

ば
な
い
無
宗
教
の
葬
儀
も
増
加
。
戒
名
の
こ
と
、

お
寺
と
の
付
き
合
い
方
も
考
え
て
お
か
な
い
と
。

80

老
後
の
収
入（
年
金
）を
計
算

　受
け
取
れ
る
年
金
は
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
が
現

役
時
代
に
ど
の
よ
う
に
働
い
て
き
た
の
か
に

よ
っ
て
大
き
く
違
っ
て
き
ま
す
。
会
社
員
だ
っ

た
の
か
、
自
営
業（
専
業
主
婦
）だ
っ
た
の
か
…
。

ど
れ
く
ら
い
な
の
か
、
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要

　受
け
取
れ
る
年
金
に
貯
蓄
を
プ
ラ
ス
し
て
、

そ
れ
に
見
合
っ
た
生
活
を
す
れ
ば
良
い
わ
け
で

す
。
元
気
な
う
ち
は
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
も
し
て
、

そ
の
収
入
も
プ
ラ
ス
で
き
ま
す
。

長
期
的
な
プ
ラ
ン
を
立
て
る

　見
合
っ
た
生
活
を
す
る
た
め
、
老
後
の
プ
ラ

ン
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
趣
味
は
何
歳
ま
で
続
け
る
か
？

　

・
車
は
ど
う
す
る
か（
手
放
せ
ば
節
約
に
）
？

　

・
リ
フ
ォ
ー
ム
は
ど
こ
を
や
る
か
？

・
老
人
ホ
ー
ム
に
入
る
た
め
の
備
え
は
？

　病
気
に
な
る
こ
と
も
家
計
に
響
き
ま
す
か
ら
、

健
康
維
持
の
た
め
の
努
力
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　２
０
０
０
万
円
貯
め
な
い
と
ダ
メ
な
の
か
、

何
歳
ま
で
働
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、

不
安
に
感
じ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

会
社
員
か
自
営
業
か
、
子
供
の
数
、
貯
蓄
で
き

た
か
ど
う
か
、
ロ
ー
ン
の
有
無
、
晩
婚
化
な
ど

で
子
育
て
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
た
、
等
々
、
人

に
よ
っ
て
老
後
の
生
活
設
計
は
違
っ
て
き
ま
す
。

１
カ
月
の
生
活
費
は
25
万
円

　シ
ニ
ア
世
代
の
１
カ
月
の
生
活
費
は
、
夫
婦

２
人
で
25
万
円
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
楽
し
む

た
め
に
は
35
万
円
く
ら
い
が
必
要
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
平
均
値
で
、

持
ち
家
か
借
家
か
の
違
い
、
扶
養
家
族
の
有
無
、

住
ん
で
い
る
地
域
の
物
価
な
ど
も
影
響
し
ま
す

か
ら
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
。

毎
月
５
・
５
万
円
の
赤
字

　高
齢
無
職
世
帯
の
２
０
１
６
年
度
の
家
計
収

支
は
、
毎
月
の
赤
字
額
が
約
５
・
５
万
円（
年
間

66
万
円
）。
こ
の
赤
字
を
埋
め
る
に
は
、
働
く
か
、

蓄
え
を
切
り
崩
し
な
が
ら
や
り
く
り
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。 老

後
は
年
金
だ
け
で
は
足
り
ず

老
後
は
年
金
だ
け
で
は
足
り
ず

貯
蓄
を
取
り
崩
す
こ
と
に

貯
蓄
を
取
り
崩
す
こ
と
に

５ 

お
金
の
不
安

一
部
の
富
裕
層
を
除
け
ば
、
悠
々
自
適
に
暮
ら
す

老
後
な
ど
夢
の
ま
た
夢
。
節
約
で
や
り
く
り
し
な

が
ら
、
働
き
続
け
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代

人
生
１
０
０
年
時
代

変
わ
る
老
後
設
計

変
わ
る
老
後
設
計

60 歳
世帯年収 400 万円

夫婦の年金260 万円

世帯支出 400 万円

世帯支出 326 万円

65 歳

100 歳

再雇用
時代

５
年間

年金
時代

35
年間

年間 66万円の赤字

現役時代の 40％前後の収入になり貯蓄は無理

→ 蓄えを　切り崩しながらの生活

※現実的な分かりやすい数値を入れて解説したものです。

みやぎシニア事典

ご自宅へ郵送もできます。
お申込み先／金港堂出版部   ☎ 397-7682　※送料 200 円

充実の充実の
160160頁頁

好評好評
発売中発売中

安心して安心して
長生き長生き

するためにするために

定価 1,100円（税込）

●
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
情
報
の
表
示
時

間
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
契
約
内
容
や
解

約
条
件
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
定
期
購
入

で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
や
定
期
購
入
の
期
間
な
ど
重
要
な
事
項

が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

●
電
話
で
注
文
す
る
際
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
定
期
購
入
等
の
契
約

条
件
を
説
明
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。し
っ
か
り
と
話
を
聞
い
て
、

注
文
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
説
明
が
分
か
ら
な
い
場
合
や
契

約
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
な
い
場

合
は
自
分
か
ら
確
認
し
、
納
得
し

て
か
ら
注
文
し
ま
し
ょ
う
。 

●
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の

通
信
販
売
で
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
解
約

や
返
品
に
つ
い
て
は
事
業
者
が
広

告
に
記
載
し
た
条
件
に
従
う
こ
と

に
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
困
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
仙
台
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

相
談
事
例

相
談
事
例

テ

レ

ビ

シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
で
健

康
食
品
を
購
入
し
商
品

が
届
い
た
。
そ
の
後
、

何
も
頼
ん
で
い
な
い
の

に
１
カ
月
後
に
同
じ
商

品
が
届
い
た
。
よ
く
確

認
す
る
と「
定
期
お
届

け
コ
ー
ス
」に
な
っ
て
い

た
。
こ
れ
以
上
は
要
ら

な
い
の
で
返
品
し
、
定

期
購
入
を
解
約
し
た
い
。

（
80
歳
代
　
女
性
）

☎（268）7867

所 在 地／ 141ビル（三越定禅寺通り館）５Ｆ

な や む な

い や や

ＦＡＸ （268）8309

一人で悩まず、早めに相談を…

（または、局番なし「１８８」）

仙台市消費生活センター

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
き
っ
か
け
に

定
期
購
入
の
ト
ラ
ブ
ル
増
加
中
！

〜
契
約
内
容
や
解
約
条
件
を
十
分
確
認
し
ま
し
ょ
う
〜

遺
言
書
の
本
来
の
目
的
に
つ
い
て
②

遺
言
書
と
合
わ
せ
て
任
意
後
見
契
約
の
手
続
き
を

相
談
者
　
任
意
後
見
契
約
と
は
、

ど
う
い
う
も
の
で
す
か
？

佐
藤
　
亡
く
な
る
前
の
財
産
管
理

や
療
養
看
護
、
契
約
な
ど
生
活
に

関
す
る
こ
と
を
代
理
人（
任
意
後
見

人
）に
託
す
契
約
で
す
。
十
分
な
判

断
能
力
が
無
く
な
っ
た
時
に
発
動

さ
れ
る
も
の
で
、
元
気
な
う
ち
に

必
要
と
思
う
こ
と
を
契
約
で
決
め

て
お
け
る
の
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

相
談
者
　
成
年
後
見
と
何
が
違
う

の
で
す
か
？

佐
藤
　
代
理
人
に
託
す
と
い
う
意

味
で
は
同
じ
で
す
。
大
き
な
違
い

は
、
代
理
人
の
決
定
方
法
で
す
。

成
年
後
見
は
裁
判
所
が
代
理
人
を

決
定
し
ま
す
。
最
近
で
は
、
司
法

書
士
や
弁
護
士
が
選
任
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
つ
ま
り
、
面
識

の
な
い
他
人
が
あ
な
た
の
財
産
管

理
や
療
養
看
護
を
す
る
の
で
す
。

相
談
者
　
誰
が
代
理
人
に
な
る
か

分
か
ら
な
い
の
は
ち
ょ
っ
と
気
持
ち

悪
い
で
す
ね
。
た
だ
、
そ
も
そ
も
私

に
は
必
要
な
い
と
思
う
の
で
す
が
？ 

佐
藤
　
必
要
な
い
と
い
う
認
識
の

方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の
結
果
、

意
思
判
断
能
力
が
不
十
分
と
な
っ

た
方
の
医
療
費
や
介
護
費
用
の
支

払
い
の
た
め
に
、
妻
や
子
が
預
金

を
引
き
出
せ
な
い
問
題
が
起
き
て

い
ま
す
。
家
族
に
不
便
な
思
い
を

さ
せ
な
い
た
め
、
ま
た
、
第
三
者

が
介
入
し
な
い
た
め
に
、
こ
の
契

約
が
あ
る
べ
き
な
の
で
す
。

相
談
者
　
任
意
後
見
人
は
誰
で
も

な
れ
ま
す
か
？

佐
藤
　
は
い
。
通
常
は
子
を
指
定

し
ま
す
。
妻
だ
と
同
じ
位
の
年
齢
な

の
で
、
妻
が
身
動
き
で
き
な
い
と
大

活終
通信
第７回

代
表
税
理
士

行
政
書
士

（
　　　　　　　  

）

仙
台
相
続
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長
　　佐
藤
智
春

生
前
対
策
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

1.1
万
円

（
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
た
方
限
定
）

０
１
２
０
（
９
５
７
）
３
３
９

仙
台
相
続
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

相
続
専
門
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

変
な
思
い
を
し
ま
す
。
子
に
頼
り
た

く
な
い
場
合
は
、
会
社
や
専
門
家
に

依
頼
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

相
談
者
　
元
気
な
う
ち
の
準
備
が

大
事
な
ん
で
す
ね
。

佐
藤
　
意
思
判
断
能
力
が
不
十
分

に
な
っ
て
か
ら
だ
と
、
ご
自
身
で

様
々
な
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
す
。
万
が
一
に
備
え

て
の
準
備
が
、
家
族
の
た
め
に
な

り
ま
す
。
前
回
お
話
し
た
公
正
証

書
遺
言
と
合
わ
せ
て
公
証
人
役
場
で

作
れ
ま
す
の
で
、
セ
ッ
ト
で
お
作
り

す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

防犯・詐欺・悪質商法等に
関する相談もお気軽に！

県警県警のの相談専用電話相談専用電話
　☎（266）9110
　♯9110（プッシュホン回線の場合）

取材協力：宮城県警生活安全企画課
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令和２年 県内の特殊詐欺
   12月末現在

認知件数と被害金額

　令和２年の特殊詐欺被害認知件数180件、被害金額約

2億8,166万円となり、令和元年と比較すると、被害金額

は若干増加しましたが、被害件数は大幅に減少しました。

　しかし、高齢者が被害に遭いやすいオレオレ詐欺や、

キャッシュカードが被害品となる預貯金詐欺、キャッ

シュカード詐欺盗の被害は高水準で推移しており、依然

として厳しい情勢が続いております。

高齢者の被害状況

　65歳以上の高齢者被害は135件、被害金額約2億4，

745万円であり、被害件数全体の約8割を占めておりま

す。オレオレ詐欺、預貯金詐欺、還付金詐欺及びキャッ

シュカード詐欺盗は、被害者のほとんどが高齢者となっ

ております。

固定電話対策の重要性                                                           

　高齢者のほとんどが被害に遭っている手口は、犯人か

ら自宅の固定電話機に電話がかかってきます。つまり、

固定電話対策をすることが、被害防止にはなによりも重要となります。固定電話対策は、

　①迷惑電話防止機能を有する機器を活用すること

　②常に留守番電話に設定することです。

　迷惑電話防止機能を有する機器は、相手から電話がかかってきた場合、着信音が鳴

る前に、相手に「詐欺防止のため録音する。」旨の警告メッセージが流れ、声を録音され

ることを嫌がる犯人が電話を切るため、被害防止に繋がります。

　　固定電話対策で、特殊詐欺被害に遭わないようにしましょう。

令和２年の特殊詐欺被害状況


